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第 14 回 国際発生生物学会大会 

( 第 34 回 日本発生生物学会大会 ) のお知らせ 

日程 平成 13 年 7 月 8 日 ( 日 ) 一 7 月 12 日 ( 木 ) 

会場 国立京都国際会館 ( 京都市左京区 宝ケ池 ) 

会頭 竹市 雅俊 ( 京都大学 ) 

特別講演 

FriedrichBonhoeffer(Tubingen) Elizabethヽobertson・ 

Scan，arroll・ Masatoshiゝakeichi・ 

Michael：reeling・ 

、 ン ンポジウム ワークショップ 

Evolution@of@the@body@plan Frontiers@of@bioimaging 

Embryo@early@patterning Emerging“enetic》echnology（n‥evelopmental｜iology 

Organizing@activity@in@embryogenesis@ Pattern@generation@in@development:@Theory@and@practice 

Signaling@in@organogenesis Body@organization@in@plants 

Neural@patterning Development｛f‖ppendages 

Wiring@the@neural@network Generation@of@metamerism 

Development@of@behavior Stem@cell@and@tissue@engineering 

Functional@genomics@in@developmental@biology@ Molecular@medicine@and@development 

Polarizing@cell@architecture@in@organogenesis Development@under@environmental@effects 

Shaping@and@regenerating@organs 

Creation@of@cell@heterogeneity 特別セッション 

Breaking@the@body@symmetry HistoricalsynthesjsofdevelopmentaIbiology 

Differentiation@of@sexes 

Germ@cells@and@gametogenesis 

Patterning@and@transcription@factors 

Probleemsofaginng 

ポスター演題申込み 締切 平成 13 年 1 月 15 日 ( 月 Ⅰ 

問合せ : ㈱コングレ 

〒 606-8305  京都市左京区吉田河原町 14  ( 財 )  近畿地方発明センタ 一内 

TEL: 075-752-0888  FA 油 075-762-2304 

参加申し込み、 プロバラムなどについての 詳細は htt-     ;   /www  .congre.co             /icdb   

をご覧下さい。 
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2000 年大会の総括 

日本発生生物学会第 33 回大会準備委員長 川 村 和 夫 

金貝の皆様、 こんにちは。 日本発生生物学会第 3 3 回大会準備委員会より 大会終了の報 

告と大会総括を 申し上げます。 本大会は 5 月 2 5 日 一 2 7 日の日程で高知市内で 開催され 

ました。 参加者の皆様が 全国各地から 高知に熱気を 運んでこられたのでしょう、 大会期間 

中は前後の週と 比較して 5-6 度も気温が上昇しました。 上昇気流が雨雲を 呼んでついに 持 

ちこたえられなくなり、 大会最終日は 土砂降りとなってしまいました。 兎も角も、 すべて 

のスケジュールを 何とか無事終了できましたのは、 参加の皆様の 忍耐とご協力のおかげと 

心より感謝しております。 

さて、 このサーキュラ 一誌上の総括は 数少ない大会公式記録の 一つですので、 それを意 

識してこの記事を 書くことにしました。 最初は参加者と 演題数について。 大会の参加登録 

と 演題登録の事務処理は、 昨年同様「学会事務センタ 一関西」にお 願いしました。 事前参 

加登録者は 449 名、 演題エントリーは 347 題をいただきました。 昨年の一般演題の 総数が 

311 題でしたので、 演題数の右上がり 傾向は今年も 維持されました。 大会の準備を 始めた 

当初、 私たち準備委員会は 550 名の参加者を 見積もりました。 この数年の参加者数の 推移 

と高知という 交通の便の悪さを 勘案した数字です。 「もっと多いのでは」というご 意見も 

いただいたのですが、 約 450 名の事前登録者数が 確定した時点で、 私たちの予測に 確信を 

持ちました。 土佐の地名に 引かれて参加を 希望される人が 相当数いるとしても、 その人た 

ちは積極参加派だからきっと 事前登録を済ませているはずだ。 当日参加はせいぜい 100 名 

だろうというのが 予測の根拠です。 大会初日、 当日受付に長蛇の 列を見て、 大会準備委員 

長の顔から「確信」の 二文字がはらはらとはがれ 落ちたのは言うまでもあ りません。 結局、 

205 名の当日登録をいただきましたので、 公式参加者数は 654 名となりました。 初日にして 

大会運営の難しさを 思い知らされました。 

話は双後しますが、 第 33 回大会の開催打診を 岡田 益吉 会長 ( 当時 ) よ りいただいたのは 

2 年前 (1998 年 ) の 1 月のことでした。 学会を主催させていただくのは 名誉なことで、 

2000 年という区切りの 年に魅力を感じ、 「頼まれたことはお 断りするものではない」とい 

う 先達の言葉にとどめを 射されて、 直ちに承諾の 返事を岡田会長に 差し上げました。 2 年 

の猶予期間中に 開催された大会は 私たちに大変参考になりました。 が、 多士済済のスタッ 

フを擁した第 31 回熊本大会とも、 優秀なスタッフに 加えて資金力豊富な 都市をパトロンに 

もつ第 32 回神戸大会とも、 当然の事ながら 高知は事情が 異なっていました。 シンプルな大 

会を目指した 私たちは、 一般公募を含むシンポジウム と ポスタ一の 2 本柱を企画しました。 

、 ン ンポジウムで 私たちが提案した 原案は、 1) 極性と非対称、 2) 遺伝子の発現調節、 3) 

発生を制御するシグナル 伝達、 4) 組織分化と器官形成、 5) 神経回路網の 形成、 6) 組織 

の再構築、 7) 発生システムの 進化でした。 1999 年 W0 月末をめどにホームページとサーキ 



ュラ 一でオーガナイザーを 公募しました。 お引き受けいただいた 先生方と最終決定したシ 

ンポジウムのタイトルは 下記の通りです ( 進行 順 ) 。 

佐藤短打 ( 京人・ 院   理 ) 「発生システムの 進化」 

町形清和 ( 姫路工大   理 ) 「発生・再生を 支える幹細胞システム」 

熊 瀬 総画 ( 東大・ 院   理 ) 「神経発生のメカニズム 一 神経細胞の分化から 回路形成へ 一 」 

野地澄晴 ( 徳島大・ エ ) 「発生・再生を 司るシバナル 分子」 

小林 悟 ( 筑波大・生物科学系 ) 「生殖にかかわる 細胞の特質」 

田村宏治 ( 東北大・ 院 ・ 理 ) 「器官構築とその 再構築」 

再生に関するテーマが 3 題並んでいるのが 2000 年大会を特徴づけています。 なお、 能瀬 

先生と野地先生は 当日のご都合が 悪く、 岡本仁先生 ( 理研 ) 嶋村健児先生 練大 ・ 院 ・ 医 ) 

と濃野勉 先生 ( 川崎医大・分子 ) に各々座長を 交代していただきました。 オーガナイザー 

の 先生方には大変お 世話になりました。 厚くお礼申し 上げます。 

今年の大会発表ではシンポジウム 講演を一般公募しました。 一人のオーガナイザーが 、 ン 

ンポジウムを 仕切れるのは、 休憩を入れたとしても、 4 時間が限度であ ること、 一つの 講 

演 に平均 20 分間は割り当てたいといった 理由から、 応募演題の多くはポスタ 一に回ってい 

ただかざるを 得 ませんでした。 ご 発表内容のクオリティーとは 必ずしも一致しないで 変更 

を余儀なくされて、 不愉快な思いをされた 方々がいらっしやるのは 承知しております。 何 

卒お 許しください。 

登録後のシンポ 希望演題の取り 扱いについて 簡単に報告します。 シンポジウムにエント 

リーしていただいた 演題はタイトル、 演者、 要旨を準備委員会高知の 非公開 HP にアップロ 

一ド しました。 それらをオーガナイザ 一の先生方にご 覧いただき、 発表演題をチョイスし 

ていただきました。 膨大な紙の量に 埋もれることなく、 この作業を順調に 終えることが 出 

来たと自負しています。 

今年はインターネットによる 演題登録を極力お 願いしました。 国際発生生物学会年会を 

兼ねる 2001 年の年会では、 参加，演題申込受付がすべてホームページによって 行われるか 

らです。 エントリー数 347 題のうち、 1 皿投稿 249 題、 メール投稿 29 題、 紙による投稿 70 題を 

いただきました。 HP 以外の方法による 投稿が意覚と 多かったのですが、 大会準備委員会が 

人手した情報で 最も多かったのは、 「入力に手間取って 、 締め切りに間に 合わなくなりそ 

う」、 というものでした。 この点については HP 委員会と大会準備委員会がアンケート 調査 

を 実施しました。 プロバラムに 問題があ ったとすればどの 部分か、 来年に向けてどこを 改 

善すべきかなど、 詳細な分析を Hp 委員会が行うことになっています。 

最後になりましたが、 準備委員会が 大会参加者数を 下方査定してしまったために 参加者 

の 皆様に「狭い」「暑い」思いをさせてしまいました。 心よりお詫び 申し上げます。 また 

それを「熱気あ ふれる議論だった」と、 やんわり諭していただいた 心優しい参加者の 皆様 

に 心よりお礼申し 上げます。 
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第 33 回大会即身自己 一 高知での新しい 試みに関して 

東京工業大学，生命理工学研究科・ 生体システム 専攻 西 田 宏 記 

高知で行われた 第 33 回大会では、 質の高い発表と 言寸言命を楽しませていただきました。 配 

慮の行き届いた 大会の裏 には、 準備委員会の 皆様の十分な 準備とご尽力があ ったことと思 

います。 

さて、 大会印象記を 頼まれたのですが、 一つ前の段落で 準備委員会の 労をねぎも め せ て 

もらいましたので ( 本当に感謝しております ) 、 このあ とに大会や日本の 発生学に対する 

ほめ言葉を並べ 上げても、 あ まりおもしろくはあ りません。 そこで、 ちょっと辛口の 印象 

記に仕立て上げるべく、 筆を進めていくことにします。 

今回の大会の 特徴は、 なんといってもシンポジウム 中心の進行にあ ったと思います。 み 

なさんの印象はどうだったでしょうか。 シンポジウム 中心の進行は、 国際発生生物学会等 

の国際学会やアメリカの 学会、 大規模な学会によく 採用されている 方法です。 今回の大会 

においてそれを 試ィテ してみられたことを 評価する反面、 辛口のコメントとしては 以下のも 

のがあ げられるのではないでしょうか。 

1. シンポジウムのテーマが 、 偏ってはいなかったか ? 毎年の大会の 運営は、 大会準備委 

員 会に任されています。 各大会において 独自の特徴を 打ち出すか、 それとも例年どおりに 

やるかは難しい 問題を含んでいますが、 これは基本的に 準備委員会にお 任せすることに 賛 

成します。 さて、 今回の大会は 多少、 幹細胞と再生色の 濃いものとなっていました。 これ 

は 最近の再生 医 工学の興隆 や 、 大会委員長の 思い人れが反映されたということでしょうか。 

しかし、 なるべくなら、 広い分野をカバー し、 様々な分野で 活躍している 研究者に口頭発 

表の機会を与えることは、 この学会の規模としてまだ 可能なことであ ると思います。 私の 

研究分野に関してもそうだったのですが、 今回の発表登録の 際に、 分野の選択に 困った方 

も多かったかもしれないと 思っています。 

2. シンポジウムのやり 方に不統一や 不慣れな部分があ った。 今回、 各シンポジウムの 内 

容は 、 個々の オ ルガナイザ一に 任されていました。 シンポジウム 全体の長さや、 その中で 

の発表の時間は 様々になっていました。 特に一つのシンポジウムの 長さに関しては、 オル 

ガナイザ一によって 決められるのではなく、 準備委員会の 制御の元に統一を 図った方がよ 

かったかもしれません。 また、 とにかく初めての 試行であ ったためか、 オルガナイ ズ の仕 

方に不慣れな 部分が見えるような 気がしました。 これらの点は、 やはり、 経験を積むこと 

によって解消されていくものだと 考えます。 少し具体的にふれておくと、 大会中のシンポ 

ジウムとして 長すぎるものがあ った。 一つのシンポジウムに、 単一の研究室から 複数の発 

表 が含まれていた 等です。 



3. これが、 もっとも主張したいことです。 大会前の危惧として、 今回は口頭発表 ( すな 

わちシンポジウム ) として、 研究室のボスの 発表が増え、 学生の発表が 減るのではないか 

というものがあ りました。 しかし、 実際ふたを開けてみるとそのようなことは 起こって り 

ませんでした。 その理由としては、 多くのシンポジウムでは、 単に発表申込者の 中から口 

頭発表者をピックアップして 選び、 招待講演の数が 多いわけではなかったからだと 思いま 

す。 この比率は各オルガナイザ 一に任されていたようでしたが、 実際には招待講演の 数は 

限られていました。 国際発生生物学会等の 国際学会や大規模な 学会では、 シンポジウムは 

招待講演といくつかのポスターからのピックアップで 成り立っていることが 多いようで 

す 。 すな ね ち、 ほとんどが研究室のボスの 講演で成り立っています。 ボスの話はよくまと 

まっており、 教育的で、 短時間にその 分野を理解するのに 有効です。 その重要さはわかっ 

ており、 シンポジウムをなくせといっているわけではあ りません。 でも、 日本発生学会が 

国際学会ような 形式になっていくのは 危惧します。 すな ね ち、 これまで 当 学会では若い 人 

が続々と講演できる 雰囲気が養われてきたからで、 それが 当 学会の特徴であ ったと思いま 

す。 学会の規模はじわじわ 大きくなりつつあ ります。 しかし今まで 培ってきた、 若者が大 

手を振って振舞える 学会の雰囲気をなくしてしまうのはもったいないと 思います。 いった 

ん踏み出すと、 後戻りが効きにくい 選択となってしまいます。 " そんなことは、 あ なたが 

恐れているだけだ。 発生学会は変わることがない。 " という声が聞こえるような 気もしま 

す 。 それなら、 なにもいうことはなく、 わたしはハッピ 一なのですが。 

さて来年は、 京都で国際発生学会です。 大会形式は否応なく、 国際学会タイプのものに、 

そして実際のプロバラムもそのように 組まれています。 問題は、 さらり年の日本発生学会 

がどうなるかということでしょう。 高知大会の経験を 生か し 、 活発なおもしろい 大会にし 

ていただけるようお 願いしたいと 思います。 

高知では、 朝市を見たり 地元の幸を味わったりして、 すこしのんびりさせてもらいまし 

た。 特に印象に残ったのは、 大会後に行った 能阿 洞 です。 ここには冒険コースというもの 

があ って、 ヘルメット、 懐中電灯、 つなぎをまとって、 ガイドの人と 二人で洞窟探検をさ 

せてもらいました。 また高知に行かれる 機会があ れば是非試してみてください。 いちおし 

です。 

さて、 紙面がつきてしまいました。 今までの大会印象記を 読んでみたところ、 ほめ言葉 

が 非常に多かったのですが、 今回は、 ちょっと辛目に 書かせていただきました。 私の印象 

がどれだけ一般的なのかには 疑問があ りますが、 今後の大会の 一助にでもなればと 思い、 

ここに 言己 してみました。 
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第 33 回発生生物学会に 参加して 

信州大学 工学系研究科 鈴 木 亜 矢 

私は、 今回、 初めて発生生物学会に 参加しました。 高知での学会ということで、 やはり、 

海と 魚 、 ( とお・ 酒 ) …じゃなくて、 なにかおもしろそうな 話や使えそうな ネタ が見つかるか 

もしれない、 と、 とても楽しみにしていました。 私自身は、 ポスタ一発表もこの 学会が初 

めてで、 後々考えると、 ポスタ一の話の 流れがわかりにくいなどなど、 自分自身で反省す 

るべきことが 結構あ るのですが、 それはともかく、 今回、 学会に初参加した 感想を簡単に 

述べたいと思います。 といっても、 かなり気楽に 参加していたので、 この文章も同じよう 

に気軽に読んでもらえれば 嬉しいです。 

、 ン ンポジウムは 、 主に「生殖に 関わる 木 m 胞の特質」と「器官構築とその 再構築」の 2 つ 

に 参加しました。 「器官構築」の 方は 、 初めて聞く話ばかりだったのですが、 今回の学会 

の中でも特におもしろく 聴かせてもらいました。 学会最終日のシンポジウムだったため、 

帰りの時間の 都合上、 途中までしか 聞けなかったのですが、 やっているテーマや 方法など 

がユニークで、 特に「私はこれがおもしろいと 思う。 」という姿勢が 演者の方々にはっき 

りでているのが、 とても印象的で、 いいなあ 、 と思いました。 「生殖」関連の 話は、 自分 

の 研究分野と近かっかたため、 別の意味でおもしろく 聴きました。 単純にひとまとめにし 

ていいのかはわかりませんが、 遺伝子のクローニンバに 始まり、 発現パターンや 機能の解 

析等に続く一連の 仕事が、 どんどんと進んでいる 様子を聞くと、 単純に、 すごいなあ 、 世 

間は進んでいるなあ 、 などと感じます。 これらの仕事は、 なんとなく私の 中では、 数学の 

問題を解くときに、 片っ端から ( といっても、 あ る順序をもって ) 数値を式に代人して、 

その結果を見ていくという 解法とイメージが 似ていて、 それを淡々とこなしていく 先で、 

なにが見えてくるのかということには、 とても興味があ ります。 

ただ、 シンポジウムは、 全体的に質問の 時間が短めで、 自分で特に質問があ るという 訳 

ではなかったのですが、 どんな質問がでで、 どんな答えが 返ってくるのか、 ということが 

あ まり聴けず、 やや残俳な気がしました。 

ポスタ一発表は、 説明の時間になると、 通路に人がぎっしりつまっていて、 会場をざ っ 

と 一周するが、 結構、 大変だった記憶があ ります。 反面、 議論が白熱しているポスタ 一の 

前では、 発表者とその 周りの質問者の 興奮がそのまま 伝わってきて、 思わず、 自分がど き 

どきしてしまって、 結構、 おもしろかったです。 あ と、 自分のポスターを 貼る時、 パネル 

が 思っていたよりもやや 小さねだったような 気はしました ( 結局、 ぴったりとはまったの 

ですが。 ) 。 

学会で驚いたことはもうⅠ つ 。 懇親会での料理が、 豪華でびっくりしました。 よかったで 
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す 。 学会の合間を 縫って (?) 行った、 高知城や海もよかったです。 坂本竜馬の像の 眺め 

る海は、 きれいで大きく、 特に脈絡はないのですが、 なんとなく、 これからも楽しく、 が 

んばって、 実験をしよう、 という気分になりました。 

来年は、 国際発生生物学会と 合同ということで、 来年も、 また、 楽しみにしています。 

第 33 回発生生物学会参加 記 
東大医 橋本一下司 和枝 

発生学は 、 常にその時々の 様々な学問を 取り入れて発展してきたいわば 境界学問だとい 

うことを聞きます。 私も発生生物学会年会に、 まだ片手で足りるほどの 数しか参加してい 

ませんが、 たしかにその 時々の学問的、 社会的流行を 受けていることを 感じます。 過去に 

は、 ゲノムプロジェクトが 脚光を浴びてくると、 ゲノムサイエンスと 発生学の展開を 考え 

るワークショップが 催された年もあ りました。 そういった観点でみれば、 今年は再生、 幹 

細胞がキーワードになっていると 感じました。 ワークショップとシンポジウムに 再生を主 

題にしたセッションがあ りましたが、 どちらも総じて 発生生物学者の 立場から、 再生現象 

や 幹細胞といったものの 分子的性質を 調べる研究発表が 相次ぎました。 また再生に関与す 

る遺伝子の導入実験も 着実に進歩していることが 感じられました。 これまでは再生研究は、 

組織、 細胞レベルでの 解析が主で、 他の発生の分野に 比べて遺伝子的記述が 少なかったの 

が 特徴でもあ りましたが、 その最後の砦にも、 とうとう分子的遺伝子的 語 葉の流れが ドッ 

と 押し寄せてきていることが 感じ取られました。 これまでにも 発生学の分野のほとんどに、 

そういった分子的還元論の 潮流が押し寄せていますが、 それは全く正当な 方向性を持って 

いたと私は推察します ( まだ研究室に 入る前の話が 多いものですから ) 。 というのも、 こ 

れまでの組織、 細胞間相互作用が 礎 となった上での 分子への到達が 明らかであ ったからで 

す 。 しかし今回の 学会における 印象からは、 これまでの再生メカニズムの 研究でわかって 

きている細胞、 組織間相互作用がこの 土石流に飲み 込まれないかと 少なからず憂慮してし 

まいます。 

学会全体を通して 見ますと、 主流とされる 発生現象の数々はその 大枠に関与する 分子的 

実体が明らかになって 久しく、 今日はそれをより 深く掘り下げる 目的で分子間相互作用を 

見る者、 もしくは、 組織や動物種を 変えて多様性を 追求する者と 2 極 化する傾向があ りま 

すが、 概念的に目新しいものはなく、 学問として円熟期を 迎えていることが、 円熟 期 に入 

ってから研究を 始めた私にもわかります。 皆が新しい概念やアンチテーゼを 求めているこ 
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とは、 アトモスフィアとして 取れますが、 はたして新しい 分子や遺伝子を 取ることがそれ 

につながるのでしょうか。 それとも何か 新しい方法論が 必要となってくるのでしょうか。 

新しい方法論といえば、 大会初日に数理生物学的観点から 見た自立的パターン 形成のメカ 

ニズムに関するワークショップが 行われました。 オーガナイザーが 参加者に視覚的に 訴え 

る美しいパターンを 作って見せてくださいました。 勉強不足のせいで、 数式はちんぷんか 

んぷんでしたが、 その研究のスマートさには、 非常に惹かれるものがあ りました。 こうい 

った 研究は 2, 3 年前から発生生物学会における 市民権 を得てきた感があ りますが、 最近 

の最も新しい 研究領域だと 思います。 工学分野では、 人間の演算能力、 情報量などが 追い 

つかなくなったため、 コンピューターシユミレーションモデルが 研究方法の主流となって 

います。 生物学の分野でもポストゲノム 時代を迎え、 膨大な情報量を 扱わなければならな 

くなります。 そのときに、 こういったモデルの 創出とその評価といった 流れが主流になっ 

てくるかもしれません。 

さて学会中に 感じたことをもうひとつ 申し上げますと、 発表形式が前年度までのそれと 

比べて大胆に 変化したことが 挙げられます。 具体的にはシンポジウム 形式の口演発表とそ 

れに伴うポスタ 一発表の増加です。 以前からこういった 形式を推す流れはあ ったようです 

が、 実際に行ってみて、 はたして成功だったのでしょうか。 今回のシンポジウムは、 その 

名前だけが一人歩きをしていて、 内容はこれまでの 口演発表と何ら 変わっていなかった と 

思います。 自分もシンポジウムで 口演しましたが、 シンポジウムとワークショップ と ロ演 

発表と何が違うのかわからない 状態で発表しました。 シンポジウムの 中には、 しっかりと 

方向性がオーガナイ ズ されたセッションあ り、 ちゃんこ鍋のようなセッションあ りといっ 

た感じでした。 本気でシンポジウム 中心にこれまでの 路線と大きく 変えていくには、 ( 金 

銭的な面を全く 考慮に入れなければ ) 、 外国からの招待講演者や 、 他の科学領域からの 知 

恵や方法論を 取り入れるためにも 日本国内の他学会からも 招待するのが 良いと思います。 

しかし学会として、 そこまで方向付けをしてやるというのもお 節介な話かもしれませんが。 

また、 今回のような 口演発表形式だと、 その枠に入らない 研究の中にも 今後の潮流を 作る 

研究や生命現象の 多様性を理解するための 素晴らしい研究があ るにも関わらず、 それらに 

対してますます 排他的になってくるのではないでしょうか。 

思いついたことを 並べただけで 散文となってしまいました。 最後に、 今回の学会運営に 

ご尽力くださった 諸先生方に心からお 礼を申し上げて 筆を置きたいと 思います。 
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Ⅰ ム 2000 年度 日本発生生物学会運営委員会 

日時 : 2 0 0 0 年 5 月 2 4 日 ( 水曜日 )  1 7 : 0 0 一 1 9 : 0 0 

場所 : 高知会館 3F 、 弥生の間 

議事録 

出席者     他面 雅俊 ( 会長 ) 

相沢慎一、 井出 宏之、 上野直人、 笹井芳樹、 佐藤知行、 高橋淑子、 

中江愚夫、 仲村 春和 、 西田 宏 記 、 藤澤 肇 、 八杉 貞雄 ( 運営委員 ) 

浅 農 試 (DGD 編集主幹、 運営委員兼務 ) 

川村 和夫 ( 第 3 3 回大会準備委員長 ) 

富永 明 ( 会計監査員 ) 

出口 竜作、 田村 宏治 ( 事務局 ) 

議題 : 

報告事項 

1. 会長挨拶 ( 竹 市会長 ) 

2. 大会委員長挨拶 川 @ 大会準備委員長 ) 

・登録について 

4 4 9 名の事前エントリーがあ った。 

発表演題 数 3 4 7 題 ( 昨年 3 1 1 題 ) 

インターネットでの 登録を重視した。 HP 登録 2 4 9 件 

メール 2  4  4 片 : 

用紙 7 0 件 

その他 5ft 

人力の煩雑さなどにより 手間どうなどの 声があ り、 改善の必要も 考える。 

インターネット 登録に関するアンケートの 実施。 

  シンポジウム 

新しい試みとして、 シンポジウム 形式に よ る発表を実施。 

初めてのことだが 順調に準備が 行われた。 

3. 庶務報告 ( 事務局 ) 

  会員数 (2 0 0 0 年 5 月現在 ) 

国内 正会員 1 0 7 5 名 

学生会員 3 9 5 名 

賛助会員 3  市正 

海外 正会員 4 6 名 

合計 1 5 1 9 名 ( 前年同期より 3 (0 入壇 ) 

  一 9 一 

 
 



  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

し
 

  

  

  

国
 

 
 

学
 

  布
 

実
と
 

各
 

待
 

た
 

コ
し
 

 
 

酉
 

投
稿
 

て
こ
 

の
 

し
 

 
 

し
る
 

を
 

長
板
 

キ
ゴ
こ
 

た
 

た
 

定
 

タ
 

と
い
 

貝
 

 
 

文
 

し
 

つ
 

決
 
 
 

一
丁
 

ス
 

委
る
 

 
 

ス
 
@
4
@
 

傭
 い
 

こ
レ
 
Ⅱ
 

ポ
 

 
 

を
 

 
 

金
 
；
 

 
 

陣
で
 

る
 

る
良
 

ふ
 
Ⅳ
 

花
 

成
 

舎
ん
 

準
ィ
荒
 

い
る
 

Ⅴ
 

金
 

献
 

助
 
 
 

大
進
 

ら
 

 
 

て
 

 
 

成
 

市
が
 

れ
 

よ
 
Ⅳ
 

ね
さ
 

方
 

助
 

め
 て
 

 
 

伯
備
 

さ
 

 
 

の
 

ム
ム
 

重
皆
 

一
め
 

 
 

1
 
Ⅰ
 
ノ
 生
乳
 

を
 

下
 

学
 

方
 

ラ
進
 

 
 

仝
 
ロ
の
 

@
 
、
Ⅴ
Ⅰ
 
巾
目
 

ハ
 

の
 

以
 

 
 

 
 

報
ど
 

ヵ
て
 

宏
 

生
 

T
 

会
な
 

具
 し
 
 
 

の
 

果
、
 

 
 

Ⅱ
Ⅰ
 

幸
 

員
る
 

委
と
 

と
で
 

結
匡
 

上
木
竹
 

島
宮
 

 
 

 
 

 
 

t
 
D
 
Ⅱ
 
l
 

p
 
Ⅲ
。
 

㎜
 
。
 
e
 
u
 
。
 

い
 
き
 
七
 
き
 
l
l
 
日
 

る
 
て
 
W
 
%
 

田
 

の
 

果
 

社
の
 

 
 

レ
 

沓
付
手
結
手
 

㎝
 る
 

n
 ど
 

半
 ）
 

a
c
k
w
 

て
い
 

 
 

蕃
土
洋
の
 
洋
授
 

  

な
 

1
 ん
 

る
 

教
 

査
 

 
 

す
授
 
日
番
目
 
助
 

発
っ
か
 

関
数
 
式
る
 
武
神
 
究
 

に
所
 

す
 

 
 
e
 
v
 つ
 

a
 七
丁
 

  J
 

コ
け
い
 

研
究
助
 

 
 

D
 

第
 

5
 

6
 

4
 

一 10 一 



      

  

7. 生物科学学会連合に 関する報告 ( 井出幹事長 ) 

，動物実験環境の 改善について、 立法化も含めて 議論されている。 

・公務員採用試験に 関して、 生物関係の採用が 少ないことに 関する議論が 行われた。 

8. ホームページ 委員会から ( 町形 HP 委員 ) 

・ HP 上での学会発表申込みに 関する反省 

会員番号の問題・・・ 次回から改善する。 会員名簿に会員番号を 掲載する。 

どのくらいの 人数が HP 申込みをする 意思があ るか追跡調査 ( アンケート ) 

HP 上での要旨公開の 時期の問題・ ， ・引き続きの 検討問題とする 

  I SDB の準備 

2nd サーキュラ一の 準備が順調に 進んでいる。 

エントリⅠ Regjstration レステムは東大のシステムを 参考に作成、 1 0 月頃 から 

開始、 1 月半ば締切、 を予定。 

  HP リンクの問題 

これに関して、 掲載記事の範 敬 どのような募集広告まで 載せるかなど ) と 共に H 

P 委員会の中で 協議していく。 

審議事項 

1.  1 998 年度決算と 1 999 年度予算について ( 事務局、 富永会計監査委員 ) 

  1 99 8 年度決算 ( 別紙 1) 、 会計監査が報告され、 承認された。 

  1 9 9 9 年度予算案 ( 別紙 2) が承認、 された。 

2. 細胞生物学会との 合同年会について 

  竹 市会長から mm 胞 生物学会との 今までの協議に 関して報告があ り、 2002 年東 
東周辺での開催を 目指すことが 了承された。 

  関東地方を中心とした 広い協力が必要という 認識のもと、 開催地や大会準備委員の 

決定などを進めていくこととした。 

3. 総会議案が承認、 された。 

4. nGD のオンライン 化について 

  1 年間の無料 open と会員には常に 無料で open にすることを 前提にオンライン 化を目 

指すことが承認、 された。 
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り R 入費目 

学会費 

賛助会費 

文部省補助金 

広告代 

利息 

学 協会著作権 協議会分配 

出版著作権 協議会分配 

金額 ( 円 ) 

12,576,500 

330,000 

5,890,000 

195,000 

6,766 

162,742 

65,000 

バックナンバー 売り上げ 14,400 

1998 年度からの繰越 4,571,694 

ム ・吉士 23,812,102 

支出費目 

DGD 刊行 費 

DGD 編集 費 

学会事務センター 業務委託費 

発送 費 

DGD 保管 費 

サーキュラ一印刷費 

要旨 集 印刷・発送 費 

大会援助 費 

ホームページ 開設・維持費 

ホームページ 委員会経費 

運営委員会経費 

事務局経費 

特別会計 

2000 年度への繰越 

ム ， 言 十 

金額 ( 円 ) 

6,691,964 

1,700 ， 000 

1,892,808 

853,600 

18,900 

800,755 

1,122,450 

500,000 

423,150 

56,300 

388,641 

346,658 

4,000 ， 000 

5,016,876 

23,812,102 

  

  

く 特別会計 ノ 

金額 ( 円 ) 備 考 

11,000,000 1998 年度からの繰越 

4,000,000 1999 年度 一般会計より 

15,000,000 ノ ロ 文言十 口 
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捌紙 2) 2000 年度予算 
く 一般会計 ノ 

Ⅱ x 入費目 金額 ( 円 ) 支出費目 

学会費 12,000 ，㏄ 0 D  G  D  干 U4 テ ぅ窄早 

賛助会費 3 ㎝， 000 印刷費・ 発 

文部省補助金 5,900 『 000 編集 費 

広告代 150,000 保管 料 

雑収入 150,000 
サーキュラー 刊行 費 

本町， 自 、 5 『 000 
印刷費 
発送 費 

1999 年度からの繰越 5,016,876 
大会関係費 

  大会補助金 

印刷費 
発送 費 

ホームページ 関係費 

維持費 

旅費 
会議貴 

運営委員会経費 

旅費 
会議貴 

総務費 

通信費 

印刷費 

旅費 

人件費 

雑費 

業務委託費 

名簿作成費 

選挙関係費 

予備費 

23,521,876 ム ロⅠ ，三十 ム ロⅠ ， 舌 十 

金額 ( 円 ) 

7,000,000 

2,0001000 

20,000 

900,000 

900,000 

500,000 

1,000 ， 000 

2 ㏄， 000 

300,000 

1 ㎝， 000 

20,000 

800,000 

30,000 

300,000 

50,000 

50,000 

400 ，㏄ 0 

200,000 

2,1 ㏄， 000 

2,000,000 

500,000 

4,151,876 

23,521,876 

く 特別会計 ノ 

金額 ( 円 ) 備 考 
  

15,000,000 @999 年度からの繰越 
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第 33 回 日本発生生物学会総会議事録 

日時 : 2 0 0 0 年 5 月 2 6 日 

場所 : 高知県民文化ホー 円 グリーン会場 ) 

議長選出 ( 井出 )     

会場から中内光昭会員が 推薦され、 満場一致で同会員を 議長に選出した。 

報告事項 

1. 会長挨拶 ( 竹 市会長 ) 

2. 大会委員長挨拶 ( 川村大会準備委員長 ) 

  HP 投稿を今年も 行った。 順調に準備は 進んだが、 いくつか不都合な 点もあ り、 今後 

の検討課題となる。 

  総演題 数 3 4 8 件 ( うち、 1 件 発表取り消し ) 

  ホームページ 投稿 2 4 gft ( うち、 1 件発表取り消し ) 

  メール 投 % 高 2 9 件 

  用紙投稿 7 0 件 

、 ン ンポジウム希望 9 3 件 

ポスタ一希望 2 5 4 件 

  当日参加者が、 予想以上に多かった。 

  シンプルな大会を 目指し、 一般公募を含むシンポジウム と ポスタ一の 2 本柱を企画し 

た。 初めての試みだったが、 スムースに準備が 進んだ。 

3. 庶務報告 ( 事務局 ) 

  会員数 2 0 0 0 年 5 月現在 ) 

国内 正会員 1 0 7 5 名 

学生会員 3 9 5 名 

賛助会員 3  市 上 

海外 正会員 4 6 名 

合計 1 5 1 9 名 ( 前年同期より 3 6 人増 ) 

  研究助成結果 

東レ科学技術研究助成に 関する審査結果 

京都大学ウィルス 研究所教授 上 村 匡 

国立遺伝学研究所教授 武 田 洋 幸 
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日産学術研究助成に 関する審査結果 

国立遺伝学研究所教授 武 田 洋 幸 

東北大学大学院理学研究科助教授 田 村 宏 治 

  財団助成金推薦者の 審査報告 

  安増 郁夫元発生生物学会会長の 逝去に伴う発生生物学会からの 献花 

4. DGD 編集会議からの 報告 ( 浅 島編集主幹 ) 

  DGD の年 9 回発行に向けて 準備中であ る。 できるだけ早く 実現したい。 

  DGD の nnline 化に向けて引き 続き検討中。 別 ackwel 附 との協議を重ねている。 Online 

化の仕方 ( 価格、 会員にはどうするか ) なども検討中。 運営委員会で 了承を得た。 

  DGD の㎞ pactfactor は確実に上がっているので、 是非、 皆さんに良い 論文を投稿して 

もらいたい。 

5. 学術会議報告 ( 星学術会議委員欠席のため 浅島 委員から ) 

学術会議報告資料の 配布の後、 

・日本の大学等における 研究改善が、 最 力点項目として 審議されている。 その内容を参 

考 資料として配布。 

  科研費の項目について、 以下のことが 決定された。 

複合領域、 発生生物学細目では 第 1 段階審査員は 発生生物、 動物、 植物、 の各学会か 

83 : 2 : 1 の上 ヒ 率で推薦、 第 2 段階審査員は 同数ずつ推薦する。 

  平成 1 3 年度 ( 本年秋申請 分 ) ょ ㍗生物多様性 " が 科研 費 時限付き細目として 実現す 

る可能性が非常に 高くなった。 発生生物学会も 推進申請学会となっていることから、 

会員からの積極的な 申請をお願いしたい。 

6. 第 34 回日本発生生物学会・ ISDB 合同大会準備委員長からの 挨拶 ( 竹 市大会準備委員長 ) 

  4 月下旬から招待講演者に invitationletter を送るなどの 準備が進んでいる。 まだ 被 招待 

国や分野などを 考慮して調整を 行っている。 

  宣伝活動として・ ， ・ HP 上での 2nd サーキュラ一の 準備。 ポスター配布、 

InternatjonalJournal(Development,D.B. など ) への広告を進めている。 会員の皆さんにも 

広く宣伝していただきたい。 

  募金活動も引き 続き行っていく。 
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7. ホームページ 委員会報告 ( 町形 HP 委員 ) 

  HP 上での学会発表申込みに 関する反省 

会員番号の問題・・・ 次回から改善して、 すべての会員番号を 入力せずとも 先に 

進めるようにする。 会員名簿に会員番号を 掲載する。 

どのくらいの 人数が HP 上での申込をする 意思があ るか追跡調査 

      づ アンケート実施 叫 後日報告 ) 

HP 上での要旨公開の 時期の問題       引き続きの検討問題とする 

  I SDB の、 準備 

2nd サーキュラ一の 準備が順調に 進んでいる。 

エントリー (Regjstration) システムは東大のシステムを 参考に作成、 1 0 月頃 から 

開始、 1 月半ば締切、 を予定。 今回の大会の 反省を活かし、 よりスムースな 申込 

を 可能とするよう 努力する。 

  HP リンクの問題 

これに関して、 掲載記事の範 濤 ( どのような募集広告まで 載せるかなど ) とともに 

HP 委員会の中で 協議していく。 

  会場の出席会員から、 HP 委員の負担が 大きすぎるのではないか、 特に各大会の HP 

投稿に関しては、 それぞれの大会準備委員会に 任せるべきではないかという 意見が出 

され、 今後の大きな 課題として検討していくこととされた。 

審議事項 

1. 1 9 9 8 年度決算 ( 事務局、 若松会計監査委員 ) 

1 9 9 8 年度決算 ( 別紙 1) 、 会計監査が報告され、 承認された。 

2. 1 9 9 9 年度予算 ( 事務局 ) 

1 9 9 9 年度予算案 ( 別紙 2) が承認された。 

3. その他 

  細胞生物学会との 合同年会について 

竹 市会長から 2 0 0 2 年，東京周辺での 開催を目指すことを 含めた細胞生物学会 

との今までの 協議に関して 報告があ った。 これをもとに 関東地方を中心とした 広 

い 協力が必要という 認識のもと、 開催地や大会準備委員の 決定などを進めていく 

ことが承認された。 
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8. その他 : 封筒の表に「発生生物学分野応募書類在中」あ るいは「細胞生物学分野応募 

書類在中」と 朱 記し、 書留または簡易書留で 郵送してください。 なお、 特に 

お申し出の無い 場合は、 応募書類は返却いたしません。 

理化学研究所 
発生・再生科学総合研究センターチームリーダー 公募 

理化学研究所は 2 0 0 0 年 4 月に「発生・ 再生科学総合研究センター」を 発足させまし 

た。 このセンターは、 発生生物学の 新たな展開を 目指した基礎研究を 推進するとともに、 

細胞治療・組織再生など 医学的応用を 促進するための 基礎的・モデル 的研究を推進し、 得 

られる成果を 広く応用分野に 向けて発信することを 目的としております。 この ょ うな課題 

を遂行する研究チームリーダーを 募集します。 

採用予定人員 : 最大 20 名程度 

受け入れ機関 : 理化学研究所 ( 発生・再生科学総合研究センタ づ 

募集分野 : 動物の発生・ 再生研究、 発生の分子細胞生物学的研究、 神経発生学、 幹細胞お 

よび組織再生研究、 進化発生学、 ポストゲノム 発生研究など 広範囲な分野。 新 

分野の開拓にっながる 斬新で創造的な 研究の提案を 歓迎します。 

応募資格 : 上記分野の課題を 遂行し、 5 一 8 名程度の研究員を 擁する研究チームを 統率でき 

る 能力を有する 者。 国籍不問。 

契約期間 : 5 年 (1 年契約で毎年更新 ) 。 それ以降については 研究成果に基づき 更新が可 

能 性です。 

応募方法 : 次の 1) から 4) の書類をそろえて 下記連絡先まで 送付してください。 

1) 履歴書 

2) 業績リスト 

3) 発生・再生科学総合研究センタ 一における具体的な 研究計画 ( 英文 2000 話 程度 ) 

4) 推薦者 3 名 ( 氏名、 連絡先 ) 
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応募締切 :  2000 年 8 月 31 日 ( 木 ) 必着 

勤務地 : 当面、 神戸市周辺のレンタルラボで 研究実施。 平成 1 3 年春には神戸市ポート 

アイランド内に 一部の研究施設が 完成するため、 一部研究実施可能。 平成 1 4 

年春には神戸市ポートアイランド 内に研究施設が 完成するためすべての 研究を 

同地で実施。 

書類送付・問い 合わせ先     

〒 305-0074 

茨城県つくば 市高野台 3-1-1 理化学研究所 筑波研究所 研究推進部 会沢、 今井 

TEL  : 0298-36-9000 、 902g  FAX  : 0298-36-9100 

E-mail ' aizawa ⑥ postman.niken.go.JP 、 imai ⑥ rtc.niken.go.jp 

詳しくは理研ホームページを 参照下さい。 http://www.riken.go.jp 

また、 Natur 。 誌 7 月 6 日号に掲載した 英文公募もご 参照下さい。 

第 9 回 ( 平成 12 年度 ) 木原記念財団学術賞候補者の 推薦について 

( 推薦の対象 ) 

1. 推薦の対象は、 最近において 生命科学の分野で 優れた独創的研究を 行っている国内の 

研究者で、 5 0 オ 以下 (9 月 3 0 日締切目現在 ) の者とします。 

ただし、 推薦の研究課題で 他の著名な賞を 受けていないこととします。 

( 推薦の依頼 光 ) 

2. 推薦 @@s.@ 洲平     "                .        "            に依頼しています。 

( 推薦の方法 コ 

3, 推薦者は学会の 代表者等とし、 工 推薦者からの 推薦は原則として 1 件とします。 

(2) 推薦は所定の 推薦 善 に必要事項を 記入し、 学会事務局 ( 東北大内 ) まで郵送にてお 

送りください。 ( 推薦 書 要旨は事務局にもございます。 お問い合わせください。 ) 

(3) 推薦の "   セ     は、     ，   "    2JL8,a3 Q_ 町 財団締切のひと 月前 ) とします。 
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( 推薦方法及び 結果 ) 

4. 受賞者は、 当 財団の選考委員会で 候補者を選考 し 、 理事会にて決定します。 

(2) 選考結果は推薦者及び 受賞決定者に 通知します。 

(3) 選考結果は公表します。 

( 木原記念財団学術賞の 内容 ) 

5. 本 賞は毎年原則として 1 件に贈呈します。 

(2) 木 賞は賞状、 記念牌及び賞金 2 0 0 万円を贈呈します。 

財団法人 ブレインサイェンス 振興財団 
第 15 回研究助成候補者推薦要領 

1 . 趣旨 

ブレインサイエンス 研究分野において、 独創的で国際的評価に 値する研究を 助成する。 

研究分野は、 脳神経に関する 実験研究のみならず 理論・モデリンバ 研究をも含む。 候 

補者は、 単独であ っても、 また共同研究であ ってもよいが、 なるべく若い 研究者の推 

薦を希望する。 

2. 研究助成金 

助成額は 1 件 8 0 万円、 助成件数は 8 件とする。 

3. 推薦者 

(1) 関係各学会代表責任者または 所属機関の長とする。 

(2) 当 財団の理事および 評議員とする。 

4. 推薦件数 

当 財団の理事および 評議員よりの 推薦については、 1 推薦者から 1 件に限る。 

5. 推薦方法 

所定の用紙に 必要事項を記入し、 学会事務局 ( 東北大内 ) まで郵送にてお 送りください。 

( 推薦 書 要旨は事務局にもございます。 お問い合わせください。 ) 

6. 推薦締切 目 

平成 1 2 年 1 0 月 2 7 日 ( 財団締切のひと 月前 ) とする。 

7. 選考の方法 

選考委員会において 選考 し 、 理事会において 決定する。 
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8. 採否の通知 

平成 1 3 年 3 月末日までに 推薦者あ て、 採否を通知する。 

9. 助成金の交付 

助成決定者に 対しては、 平成 1 3 年 6 月末までに研究助成金を 送呈する。 

10 ．助成金の使途 

助成金は、 推薦書記載の 通り使用することを 原則とする。 なお、 経理報告書を 平成 1 

4 年 4 月中に提出すること。 

Ⅰ l   成果の報告 

研究の成果については、 平成 1 4 年 4 月中に成果報告を 当財団に提出するものとする。 

また、 財団主催の研究会において 発表を御願いする。 助成金に よ る研究を専門誌に 発 

表する場合には、 " 財団法人ブレインサイェンス 振興財団 ( 英文の場合は、 Brain 

ScienceFoundation)  の助成による "  旨を書き添えること。 

推薦菩提出先および 連絡先 

財団法人 ブレインサ ィェ ンス振興財団 

〒 1 0 4-0 0 2 8  東京都中央区八重洲 2 丁目 6 番 2 0 号 

電話 (0 3) 3 2 7 3-2 5 6 5 ( 直通 ) 

財団法人 ブレインサイェンス 振興財団 
第 14 回海外派遣研究助成候補者推薦要領 

1 . 趣旨 

我が国におけるブレインサイェン ス の研究の促進を 図るため、 国際学会、 シンポジウ 

ム等への参加、 あ るいは短期間 (6 ケ月 以内 ) の共同研究のための 研究者の海外派遣 

を助成する。 

ただし、 平成 1 3 年 4 月から平成 1 4 年 3 月までの間に 出発出来るものに 限る。 

2. 助成予定額 

1 件あ たりの助成額は、 往復の航空運賃を 主とし、 3 0 万円までを限度として 必要額 

を若干 件 助成する。 
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3. 推薦者 

(1) 関係各学会代表責任者または 所属機関の長とする。 

(2) 当 財団の理事および 評議員とする。 

4. 推薦件数 

当 財団の理事および 評議員 よ りの推薦については、 1 推薦者から 1 件に限る。 

5. 推薦方法 

所定の用紙に 必要事項を記入し、 学会事務局 ( 東北大内 ) まで郵送にてお 送りください。 

( 推薦 書 要旨は事務局にもございます。 お問い合わせください。 ) 

6. 推薦締切 目 

平成 1 2 年 1 2 月 1 7 日 ( 財団締切のひと 月前 ) とする。 

7. 愛人先の承諾書 

愛人先の承諾書 ( 学会、 シンポジウム 等参加の場合は、 参加証明書または 招待状の写 

を、 短期の共同研究の 場合は、 愛人機関または 共同研究者の 手紙の写 ) を添付するこ 

と 。 

8. 選考の方法 

選考委員会において 選考 し 、 理事会において 決定する。 

9. 採否の通知 

平成 1 3 年 3 月末日までに 推薦者あ て採否を通知する。 

00 ．助成金の交付 

助成決定者に 対しては、 平成 1 3 年 4 月以降に出発時期に 応じて送呈する。 

11   助成金の使途 

助成金は、 推薦書記載のとおり 使用することを 原則とする。 

12. 成果の報告 

帰国後 2 ケ月 以内に派遣の 成果について、 報告書を当財団に 提出すること。 

推薦 菩 提出先および 連絡先 

財団法人 ブレインサ ィェ ンス振興財団 

〒 1 0 4-0 0 2 8  東京都中央区八重洲 2 丁目 6 番 2 0 号   
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財団法人 ブレインサイェンス 振興財団 
第 14 回海外研究者招牌助成候補者推薦要領 

1. 趣旨 

ブレインサイエンス 研究分野において、 独創的テーマに 意欲的に取り 組んでいる覚国 

人研究者の短期間 (3 ケ月 以内 ) の 招 耽を助成する。 

ただし、 助成金は、 外国人研究者を 招牌する愛人責任者に 交付する。 

2. 招 稿の時期 

平成 1 3 年 4 月 i 日から平成 1 4 年 3 月 3 1 日の間に外国の 研究者を招牌するもの。 

3, 助成予定額 

Ⅱ l 上 件あ たりの助成額は、 往復の航空運賃を 主とし、 3 0 万円までを限度として 必要 領 

を若干仲助成する。 

4. 推薦者 

(1) 関係各学会代表責任者または 愛人責任者の 所属機関の長とする。 

(2) 当 財団の理事および 評議員とする。 

5. 推薦件数 

当 財団の理事および 評議員よりの 推薦については、 1 推薦者から 1 件に限る。 

6. 推薦方法 

所定の用紙に 必要事項を記入し、 学会事務局 ( 東北大内 ) まで郵送にてお 送りください。 

( 推薦 書 要旨は事務局にもございます。 お問い合わせください。 ) 

7. 推薦締切目 

平成 1 2 年 1 2 月 1 7 町財団締切のひと 月前 ) とする。 

8. 選考の方法 

選考委員会において 選考 し 、 理事会において 決定する。 

9. 採否の通知 

平成 1 3 年 3 月末日までに 推薦者あ て採否を通知する。 

10 ． 助成金の交付 

助成決定者に 対しては、 平成 1 3 年 4 月から必要に 応じて愛人責任者に 送呈する。 

11. 助成金の使途 

外国人研究者 招鵬 助成金は、 推薦書記載のとおり 使用することを 原則とする。 

12. 成果の報告 

招 鵬の成果について、 招鵬 後 2 ケ月 以内に受 人 責任者 よ り報告書を当財団に 提出する 

，と し， 0 
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推薦 書 提出先および 連絡先 

財団法人 ブレインサイェンス 振興財団 

〒 1 0 4-0 0 2 8  東京都中央区八重洲 2 丁目 6 番 2 0 号 

電話 (0 3) 3 2 7 3-2 5 6 5 ( 直通 ) 
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1. 趣旨 

生命科学の分野において 優れた独創的研究を 行っている 4 5 歳以下の研究者 ( 国内外 

を問わない ) に対して塚原伸晃記念賞を 贈呈する 

2. 褒賞金 

贈呈件数は原則として 1 件とし、 賞牌ならびに 副賞 (1 0 0 万円 ) を贈呈する。 

3. 推薦者 

(1) 関係各学会代表責任者または 所属機関の長とする。 

(2) 当 財団の理事および 評議員とする。 

4. 推薦件数 

当 財団の理事および 評議員 よ りの推薦については、 1 推薦者から 1 件に限る。 

5. 推薦方法 

所定の用紙に 必要事項を記入し、 学会事務局 ( 東北大内 ) まで郵送にてお 送りください。 

( 推薦 書 要旨は事務局にもございます。 お問い合わせください。 ) 

6. 推薦締切目 

平成 1 2 年 1 (N 同 2 7 日 ( 財団締切のひと 月前 ) とする。 

7. 選考の方法 

選考委員会において 選考 し 、 理事会において 決定する。 

8. 選考結果の通知 

平成 1 3 年 3 月末日までに 推薦者および 受賞あ て通知する。 

9. 塚原伸晃記念賞の 贈呈 その他 

贈呈決定者に 対して、 別途通知する。 

推薦菩提出先および 連絡先 

財団法人 ブレインサ ィェ ンス振興財団 

〒 1 0 4-0 0 2 8  東京都中央区八重洲 2 丁目 6 番 2 0 号 

電話 (0 3) 3 2 7 3-2 5 6 5 ( 直通 ) 
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第 32 回 ( 平成 12 年度 ) 内藤記念科学振興 賞 受賞候補者の 推薦要領 

1. テーマ おょ ㎝ 姑 ぬ音 

(1) 人類の健康の 増進に寄与し 得る自然科学の 基礎研究、 なかんずく疾病の 予防と治療 

に関する独創的テーマに 取り組み、 自然科学の進歩発展に 顕著な功績を 挙げた研究者。 

(2) 主たる研究者は 原則として単独とするが、 異なる研究グループによる 共同研究の場 

合 には、 連名であ ってもよい。 この場合は、 その旨を推薦 善 に明言 已 していただきたい。 

(3) 候補者の再度の 推薦も差しつかえない。 

2. ほう賞の金額 

第 32 回 ( 平成 12 年度 ) 内藤記念科学振興 賞 ( ほう 賞 ) は、 1 件とし、 正賞・金メダルな 

らびに副賞・ 300 万円を贈呈する。 

3. 推薦方法 

推薦は所定の 推薦 書 に必要事項を 記入し、 学会事務局 ( 東北大内 ) まで郵送にてお 送 

りください。 ( 推薦 書 要旨は事務局にもございます。 お問い合わせください。 ) 

4. 推薦書の締切 目 

"   m,l,Z   gnTo    ( 財団締切のひと 月前 ) 必着とする。 

5. 選考の方法 

当 財団の選考委員会において 平成 12 年 12 月下旬に選考 し 、 評議員会の同意を 求め理事 

会で決定する。 

6, 受賞者決定の 報告 

平成 13 年 2 月上旬に推薦者あ て採否を報告する。 

7, ほう賞の贈呈 

ほう 賞 決定者にたいしては 平成 13 年 3 月上旬に内藤記念科学振興賞を 贈呈する。 

8. ほう賞の使途 

ほう賞金の使途にたいしては 条件をつけない。 

9. 木 賞の英文名 

TheNaitoFoundationResearchPrizefor2000 とする。 

ln. 付記 

このほう賞金品 ( 内藤記念科学振興 賞 ) は、 昭和 49 年大蔵 省告示第 61 号により、 非課 

税 とされています。 

財団法人 内藤記念科学振興財団 

113-0033  東京都文京区本郷 3 丁目 42 番 6 号、 NKD ビル 8 階 

電話 (03)  3813-3005  ファックス (03)  3811-2917 

E-mai@  info ⑥ najto-f.or.jp  URL  http://www.naito-f.or.jp 
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当 財団の選考委員会において 平成 12 年 9 月上旬、 並びに平成 12 年 12 月下旬に選考 し 、 

評議員会の同意を 求め、 理事会で決定する。 同一の学会等に 招へいする候補が 複数申 

請された場合には、 採択は工 件 以内となる。 

8. 採否の通知 

前期は平成 ¥T 年 ¥0 月上旬に、 後期は平成 13 年 2 月上旬に推薦者あ て採否を報告する。 

9. 助成金の交付 

助成決定者に 対しては、 前期は平成 12 年 W0 月下旬 ょ り、 後期は平成 13 年 2 月下旬より、 

受入れ責任者に 内藤記念海外学者 招 へい助成金を 送呈する。 なお、 贈呈式は平成 13 年 

3 月中旬に挙行するものとする。 

10 ．助成金の使途 

外国人研究者 捕 へ い の助成金は、 推薦書記載どおりに 使用することを 原則とする。 万 

一途中で使途を 変更する場合には、 その 旨 あ らかじめ申し 出て者財団の 承認を求める 

，と し n 

11.  結果の報告 

この助成金には 特別の条件はっけないが、 その結果について 受入れ責任者 よ り報告書 

を当財団に提出していただきたい。 

12. 成果の刊行 

成果について 刊行する場合には、 " 財団法人内藤記俳科学振興財団 ( 英文の場合は The 

Na 」 toFoundation) の助成に ょび 旨を明記して 下さい。 

13. 招 へい研究者の 来日が中止になった 場合の扱いについて 

  招 へい研究者の 来日が中止になった 場合は、 原則として助成金を 辞退していただくこ 

ととなり、 代理の研究者の 招へい費用に 充当してはならない。 なお、 来日が延期にな 

  った 場合は、 すみやかにその 旨の連絡をし、 当 財団の承認、 を求めること。 

財団法人 内藤記念科学振興財団 

113-0033  東京都文京区本郷 3 丁目 42 番 6 号、 NKD  ビル 8 階 

電話 (03)3813-3005 、 ファックス (03)3811-2917 

E-mail@ info@naito-f ， or ・ jp@ URL@ http://www ， naito-f ・ or ， jp 
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8. 採否の通知 

平成 1 3 年 2 月中旬までに 推薦者あ て採否を報告する。 

9. 助成金の交付 

助成決定者に 対しては、 平成 1 3 年 2 月中旬 一 3 月中旬に内藤記念研究成果刊行助成 

金を送呈する。 ただし、 これらの贈呈式は 平成 1 3 年 3 月中旬に挙行するものとする。 

10 ．助成金の使途 

研究成果刊行助成金は、 推薦書記載どおりに 使用することを 原則とする。 万一途中で 

使途を変更する 場合には、 その 旨 あ らかじめ申し 出て者財団の 承認を求めること。 

11   刊行条件および 報告 

対象となる刊行物のコピーライト 頁に 、 " 財団法人内藤記俳科学振興財団 ( 英文の場 

合は TheNajtoFoundation) の助成に 2%  旨を明記するとともに、 その刊行書を 2 冊 当 

財団に寄贈していただきたい。 

1 2.  刊行の期限 

学術図書及びこれから 創刊する定期刊行物については、 原則として助成金交イ 寸 ィゑ 1 2 

- 1 8 ケ月 以内に刊行すること。 

財団法人 内藤記念科学振興財団 

113-0033  東京都文京区本郷 3 丁目 42 番 6 号、 NK ①ビル 8 階 

電話 (03)  3813-3005 、 ファックス (03)  3811-2917 

E-maiI  info ⑥ naito-f.or.jp  URL  http://www.naito-f.or.JP 

平成 12 年度 ( 第 22 回 ) 沖縄研究奨励賞推薦について 

1. 推薦応募開始 平成 1 2 年 7 月 1 5 日 

2. 推薦応募締切 学会から推薦を 受ける場合、 平成 1 2 年 8 月 3 0 日 

( 財団締切のひと 月前 ) 学会事務局 ( 東北大内池 着 

3. 記者発表 平成 1 2 年 1 2 月 1 1 日 

4. 贈呈式、 受賞記念講演及び 祝賀会 

平成 1 3 年 1 月 1 8 日 ( 那覇市内のパシフィックホテル 沖縄で開催 ) 
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[ お問い合わせ 先 ] 

〒 1 0 0-0 0 1 3  東京都千代田区霞が 関 3-6-1 5 グローリアビル 7F 

( 財 ) 沖縄協会「沖縄研究奨励賞」担当 石坂次郎 

TEL :@ 0 3-3 5 8 0-0 6 4 1 ， FAX@:@ 0 3-3 5 9 7-5 8 5 4 

ホームページ http Ⅳ v Ⅲ age.infoweb.ne.Jp 「 fvgm00907 

E-mail@ fvem0090(5)mb ・ infoweb ， ne ． iD   

沖縄研究奨励賞規則 

( 目的 ) 

第 1 条 沖縄の地域振興及び 学術振興に貢献する 人材を発掘し 育成するため ，財団法人 

沖縄協会沖縄研究奨励賞 ( 以下「奨励賞」という。 ) を設ける。 

( ヌオ 象 ) 

第 2 条 奨励賞は，沖縄を 対象とした将来性豊かな 優れた研究 ( 自然科学，人文科学又は 

社会科学 ) を行っている 50 歳以下 (7 月 15 日現在 ) の新進研究者 0X はグループ ) 

3 名以内に贈る。 

( 表彰 ) 

第 3 条 受賞者には，奨励賞として 木賞並びに副賞として 研究助成金 50 万円を贈り表彰す 

る 。 

( 選考委員 ) 

第 4 条 財団法人沖縄協会会長 ( 以下「会長」という。 ) は，学識経験者の 中から奨励賞選 

考委員 ( 以下「委員」という。 ) 若干名を委嘱する。 

2  委員は，選考委員会 ( 以下「委員会」という。 ) を構成し当該年度の 受賞候補者 

を選考する。 

( 選考委員会 ) 

第 5 条 委員会は ，年 Ⅰ 回 以上会長が招集する。 

2  選考委員会には 委員長を置く。 

3  委員長は、 委員の互選に よ り選任し、 委員会の議長を 務める 

4  委員会は、 当該年度の受賞候補者を 決定し、 会長に推薦する。 

5  委員会のもとに 専門委員若干名を 置くことができる。 

6  委員会に東京地区委員長及び 沖縄地区委員長 ( 以下「地区委員長」という。 ) を 

置くことができる。 

  地区委員長は、 各地区に所属する 委員の中から 会長が委嘱し、 必要に応じて 開催 
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する小委員会の 議長を務める。 

( 候補者 ) 

第 6 条 奨励賞に応募する 資格を有する 者は ，   2      に（める丸     に訪 " し   且つ " ム   

研究機関芳しくは 大学又は実績のあ る研究者から 推薦を受けた 新進研究者又は グ 

ループ ( 以下「候補者」という。 ) とする。 

2  候補者がグループの 場合は ， 1 グループを 1 名とみなす。 このとき代表者 1 名を決 

めなければならない 0 

3  前項のグループ 構成員は，全員が 50 歳以下 U7 月 15 日現在 ) でなければならない。 

4  候補者の出身地及び 国籍は問わないものとする。 

( 応募方法 ) 

第 7 条 候補者又は前条第 1 項にょり候補者を 推薦する者 ( 以下「推薦者」という。 ) は ，別 

紙 l ( 以下「応募書類 l という。   薦 応募用 に 所要事項を記 ， 

入 す五ものとする。 

2  候補者がグループの 場合は ， 次に よ り応募書類に 記入する。 

(1) 「候補者」の 欄にグループ 名及び代表者名を 記入する。 ただしグループ 名 

を持たない場合は ，構成員全員の 氏名を記入し 且 つ 代表者を明記する。 

(2) 「略歴」の欄にバループの 代表者の略歴を 記入しそのほかのメンバ 一の略 

歴は， A4 判に横書きで 作成し別紙として 応募書類に添付する。 

3  研究は，継続中のものでも 応募の対象となる。 

4  候補者又は推薦者 ( 以下「候補者等」という。 池 ，第 1 項の応募書類のほか 次茎掲 

0   。 る   、       圭         を。   しえレ   れば 力 8 元 い   

ク ' 。 弓木 (1) 一以 石 3, 重土 与 が る 士 。 ム 1 

(2) 鞭 前ロ によ 。 6 百 "  の 力 む れ。 れ A4"@ 圭 1.000 

以内 L 』ただし研究成果物にすでに 要旨 ( 摘要，アブストラクト ，サマリ一等 ) が 

付いている場合には ，これを A4 判に複写し提出することができる。 

(3) 主な研究業績の 目録 ( 著書，論文等 30 点以内 ) 。 ただし 第 Ⅰ号に よ り提出す 

る研究成果物には 0 印を付すものとする。 ( グループで応募する 場合は，構成員 

それぞれのものを 提出する。 ) 

5  選考書類は，返却することができない。 ただし再度の 応募に当たっては ， 

著書に限り以前に 提出したものを 利用することができる。 

6  候補者の研究分野 ( 自然科学，人文科学又は 社会科学の別 ) は，候補者等において 

これを明示するものとする。 この場合，研究内容が 複数の分野に 亘 るときは，複 

数分野を指示することができる。 
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7  応募書類及び 選考書類の提出は ，郵送によるものとする。 

( 日程 ) 

第 8 条 奨励賞の推薦は ，原則として 毎年 7 月 15 日に応募を開始し ， 9 月 30 日 ( 当日消印を 

有効とする。 ) に締め切り， 12 月に当該年度の 受賞者を決定し 翌年 1 月に贈呈式 

油をた、 ものとする。 

選考委員名 衡 50 音順，敬称略 ) 

， 阿部 統 ( 東京工業大学名誉教授 ) 

井上邦雄 ( 沖縄協会専務理事 ) 

大鶴玉澗 ( 琉球大学名誉教授 ) 

垣花秀武 ( 亜熱帯総合研究所理事長 ) 

木崎甲子郎 ( 琉球大学名誉教授 ) 

清成 忠男 ( 法政大学総長 ) 

小島美子 ( 国立歴史民俗博物館名誉教授 ) 

干 小玉 正任 ( 沖縄協会会長 ) 

高宮魔術 ( 沖縄国際大学教授 ) 

目高度鉄夫 ( 琉球大学名誉教授 ) 

比嘉照夫 ( 琉球大学教授 ) 

外間字書 ( 沖縄 学 研究所所長 ) 

宮里政友 ( 元 狗協 大学教授 ) 

十 委員長 

， 東京地区委員長 

瞬 沖縄地区委員長 
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平成 12 年度東レ科学技術賞および 
東レ科学技術研究助成の 候補者推薦 

1. 科学技術賞候補者の 取り扱いについて 

平成 1 1 年度にご推薦いただき 受賞に至らなかった 候補者は、 自動的に平成 1 7 年度 

の選考の対象にいたしますので、 今回推薦書を 再度 ご 提出いただく 必要はあ りません。 

ただし、 この 1 年間に推薦書の 内容に追加すべき 顕著な業績または 発表や受賞があ った 

場合は、 平成 1 1 年度の推薦 書 (Copy) に加筆して再度 お 送り下さい。 

いずれの場合も 平成 1 2 年度の候補者推薦件数の 外教としていただいて 結構です。 

2. 科学技術研究助成候補者の 推薦について 

研究助成の対象者は、 「国内の研究機関において、 独創 由 り、 萌芽的研究を 活発に行っ 

ており、 かつ本人が主体性を 持って研究を 遂行できる若手研究者」です。 「若手」の範 

囲については 学問分野により 差があ るため、 年齢、 職位などによる 画一的な制限は 設け 

ておりませんが、 第三セクタ一による 研究助成がもっとも 効果的な研究を 対象にしたい 

と 考えております。 候補者推薦の 際にはこれらの 趣旨を十分にご 配慮くださる よう お願 

いいたします 0 

3. 文献等の別刷の 添付について 

科学技術賞および 研究助成の候補者推薦 善に は、 文献等の l l を 2 立 。 つ 添付してく 

ださい。 別刷を返却ご 希望の場合は 、 予めその旨をお 知らせ下さい。 

第 41 回 ( 平成 12 年度 ) 東レ科学技術賞候補者推薦要領 

1. 候補者の対象・・・ 貴 学会に関する 分野で、 下記に該当するもの 

(1) 学術上の業績が 顕著なもの 

(2) 学術上重要な 発見をしたもの 

(3) 重要な発明をして、 その効果が大きいもの 

(4) 七重要な問題を 解決して、 技術の進歩に 大きく貢献したもの 

2. 科学技術賞         Ⅰ件につき、 賞状、 金メダルおよび 賞金 500 万円 

(2 件前後の予定 ) 

3. 推薦者             学 協会の代表者および 当会の推薦委員 

4. 候補者推薦件数     1 字 協会から 2 件以内 ( 平成 1 1 年のに推薦された 候補者 ( 注 b.) 

は外教とします ) および 1 推薦委員から 一件以内 

5. 推薦手続           推薦は所定の 推薦 善 に必要事項を 記入し、 学会事務局 ( 東北大内 ) 

まで郵送にてお 送りください。 ( 推薦 書 要旨は事務局にもござい 

ます。 お問い合わせください。 ) 
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6. 推薦締切期日       平成 1 2 年 9 月 1 0 日 ( 財団締切のひと 月前 ) とします。 ) 

7. 選考方法           下記委員からなる 選考委員会において 選考 し 、 評議員会において 

受賞者を決定します。 

選考委員 ( 委員長 ) 宇井現生、 猪瀬 博 、 山崎微光 

茅 幸二、 潮田 資勝 、 中西重恩，井上博光、 

佐久間健人、 浅 島誠 

8. 科学技術賞の 贈呈   平成 1 2 年 3 月の予定 

げ王 ) a    候補者は、 必ずしも貫合会員であ ることを要しません。 また、 貴 会の関連領域 

にあ る候補者についてもご 配慮願います。 

    推薦を受けた 候補者は、 その年度および 次の年度にわたって 選考の対象として 

おります。 したがって平成 1 1 年度に推薦された 候補者については、 平成 1 2 

年度候補者として 再度推薦の必要はあ りません。 ただし、 この 1 年間に以後に 

おいて、 追加すべき顕著な 業績又は発表や 受賞があ った場合は、 平成 1 1 年度 

推薦 書 ( コピⅡに加筆して 当会あ てご送付願います。 

    受賞者は、 原則としてⅠ 件 1 人とします。 特に複数であ ることを必要とするとき 

はそれらの研究者の 寄与が同等であ ることを示し て下さい。 ただし、 この場 

合でも 1 件として取り 扱います。 

d. この科学技術賞は、 所得税法 ( 第 9 条第 1 項第 13 号二 ) の規定に よ り非課税とな 

っています。 

第 41 回 ( 平成 12 年度 ) 東レ科学技術研究助成候補者推薦要領 

1 . 候補者の対象       賃苧協会に関する 分野で国内の 研究機関において 基礎 白 りな研究に 

従事し、 今後の研究の 成果が科学技術の 進歩、 発展に貢献すると 

ころが大きいと 考えられる独創的、 萌芽的研究を 活発に行ってい 

る 若手研究者 

2. 研究助成金         総額Ⅰ 億 3 千万円。 1 件 3 千万円程度まで 10 件程度とします。 

3. 推薦者             学 協会の代表者および 当会の推薦委員 

4. 候補者推薦件数・・ 1 字協会から 2 件以内および 1 推薦委員から 一件以内 

5. 推薦手続           推薦は所定の 推薦 善 に必要事項を 記入し、 学会事務局 ( 東北大内 ) 

まで郵送にてお 送りください。 ( 推薦 書 要旨は事務局にもござい 

ます。 お問い合わせください。 ) 

6. 推薦締切期日       平成 1 2 年 9 月 1 0 町財団締切のひと 月前 ) とします。 

7. 選考方法           下記委員からなる 選考委員会において、 提出された書類に よ り 一 
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次 選考を行い、 さらに面接に よ る二次選考を 経て、 評議員会にお 

いて決定します。 なお、 二次選考対象の 代表研究者の 方は、 平成 

12 年 12 月下旬に面接をさせていただきます。 

選考委員 ( 委員長 ) 宇井 現 生、 猪瀬 博 、 山崎放光 

茅 幸二、 潮田 資勝 、 中西重患，井上博光、 

佐久間健人、 浅 島誠 

8. 科学技術賞の 贈呈・平成 1 3 年 3 月の予定 

げ王 ) a    候補者は、 必ずしも貫合会員であ ることを要しません。 また、 貴 会の関連領域 

にあ る候補者についてもご 配慮願います。 

e. 推薦を受けた 候補者は、 その年度および 次の年度にわたって 選考の対象として 

おります。 したがって平成 1 1 年度に推薦された 候補者については、 平成 1 2 

年度候補者として 再度推薦の必要はあ りません。 ただし、 この 1 年間に以後に 

おいて、 追加すべき顕著な 業績又は発表や 受賞があ った場合は、 平成 1 1 年度 

推薦 書 ( コピ づ に加筆して当会あ てご送付願います。 

f. 受賞者は、 原則として HWTI 人 とします 0 特に複数であ ることを必要とするとき 

はそれらの研究者の 寄与が同等であ ることを示して 下さい。 ただし、 この場合 

でも 1 件として取り 扱います。 

9. この科学技術賞は、 所得税法 ( 第 9 条第 1 項第 13 号二 ) の規定により 非課税とな 

っています。 

公益信託・回生物科学国際基金助成事業終了のお 知らせ 

当 基金は、 故園 勝麿 先生によって 平成 3 年 (1 9 9 1 年 ) 6 月に設定されました。 

先生は海産動物の 初期発生や細胞分裂などの 分野で優れた 業績をあ げ、 また東京都立大 

学教授、 同学長、 日本動物学会会長、 日本発生生物学会会長、 日本学士院会員、 文化功労 

者などとして 生物科学の発展に 尽くされました。 また、 夫人の国ジーン 先生は受精におけ 

る先体反応の 発見などの優れた 業績をあ げるとともに、 お茶の水女子大学教授 として学 

生の指導にあ たられました。 また、 「原爆の子」の 英訳 " ChildrenoftheA-Bomb" (1 9 

5 9 年出版 ) など生物学以覚の 分野でも活躍されました。 

当 基金は発足以来、 生物科学、 特に国夫妻の 研究と関係の 深 い 発生生物学、 細胞生物学 

0 分野における 研究者の国際的育成をはかり、 生物科学の発展と 国際交流の促進に 寄与す 
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るために、 現在までに 1 6 カ国 7 9 人の生物科学の 研究者に助成事業を 行って参りました 

が、 生前に、 圃 先生が公益信託は 適当な時期に 終了したほうがよいとおっしゃっていたこ 

ともあ り、 設定 1 0 年目の本年度を 持って 当 基金は終了させていただきます。 これまで 当 

基金にお寄せ 頂きましたご 厚情に対して、 運営委員及び 事務局一同、 厚くお礼申し 上げま 
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第 13 回内藤コンフアレンス 難病の分子生物学 ( Ⅱ ) 

会場 : 湘南国際 村 センター 榊 奈月原三浦郡 葉 m 鵬 

J R 逗子駅または 京浜急行新逗子駅から 京浜急行路線バス く 湘南国際 村 行き ( 逗 1 6 系 

統 ) ノ 利用で約 3 0 分、 

タクシー利用で 約 2 0 分 

組織委員 : ( 敬称略 ) 0 印は委員長 

0 金澤 一郎 東京大学大学院医学系研究科 

三森経世塵 雁 義塾大学医学部講師 
教ま受 

森本 幾夫 東京大学医科学研究所 教授 

m 不 一彦 東京大学大学院医学系研究科 教授 

祖父 江 元 名古屋大学医学部 教授 

山田 信博 筑波大学臨床医学系 教授 

参加方法 : 当 ホームページにあ る所定の申請書を 用いて、 E-Ma Ⅱでお申し込みください。 

組織委員会において 選考 し 、 約 60 名を招待いたします。 ( 参加費不要、 宿泊費，食事代は 

当財団で負担、 ただし交通費は 実費 ) 。 なお選考にあ たっては、 下記の人を優先します。 

⑨ テーマ関連領域で 活発に研究している 人で、 なるべく若い 人 

⑨ 英語で討論ができる 人 

⑥ 4 日間を通じて 出席出来る人 

⑨ ポスタ一での 発表ができる 人 

なお、 発表者の中から、 特定研究助成金の 候補者を選出いたします。 

( 総額 1, 0 0 0 万円 ) 

申込 帝帝切 :  8 月 3 1 日必着 

セッ、 ンョン 

特別講演 : プリオン蛋白質における 構造研究 

A : ト ン ランス ( 寛容 ) 破綻と自己抗体 

B : 免疫制御と自己免疫病 

C : リウマチ性疾患、 における病態関連遺伝子へのアプローチ 

D : 難病治療の分子標的 (1) 

E : 難病治療の分子標的 (2) 
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財団法人 内藤記念科学振興財団 

113-0033  東京都文京区本郷 3 丁目 42 番 6 号、 NKD  ビル 8 階 

電話 (03)3813-3005 、 ファックス (03)3811-2917 

E-maiI  info ④ naito-f.or.jp  URL  http://www.naito-f.or.jp 

第 m7 回 ( 財 ) 加藤記念バイオ サ イェンス研究振興財団 
公開シンポジウム 

「糖尿病」 一 その発症機構から 予防まで 一 

主催 : ( 財 ) 加藤記念バイオサイエンス 研究振興財団 

後援 ( 予定 ) : 科学技術庁、 厚生省、 日本糖尿病学会、 日本病態栄養学会 

日日 寺 : 平成 1 2 年 1 0 月 2 1 日日二 ) 1 3 : 0 0 一 1 8 : 0 0 

場所 : 経団連会館ホール 

オーガナイザー : 

清野 裕     京都大学大学院医学研究科教授 

春野 雅人     神戸大学医学部医学科教授 

一 プロバラム一 

ま 呉ま 拶     中村 寛之助 ( 財団理事長 ) 

講演 

①イントロダクション : 清野 裕 

②吉川 l 隆一 ( 滋 賀医科大学 第 3 内科 ) 

「糖尿病勢性 mm 心血管症の発症機構とその 阻止」 

③山田信博 ( 筑波大学 臨床医学系 ) 

「糖尿病における 動脈硬化の発症機構とその 予防」 

④清野 桁 

「日本人糖尿病におけるインスリン 分泌の特徴」 

⑤春野雅人 

「インスリンシバナルリンバとインスリン 抵抗性」 

⑥ Gera@dd  I.Shulnman  (SchoollofMedicin,YaleUniversity  ) 

rCe Ⅰ   ular@mechanisms@of@insu Ⅰ     n@reSstance@J 



@Domenico@Accili@(College@of@Physicians@&@Surgeons ， Colombia@University) 

                                          in（nsulin‖ction:〕essons’rom》ransgenic‖nd knockout［iceJ 

⑧結び : 春野雅人 

⑨総合討論 司会 : 清野袴、 春野雅人 

参加方法 : 参加費無料。 はがき又は FAX にて住所・氏名・ 所属・電話番号を 明記のうえ、 

下記へお申し 込み下さい。 参加証をお送りいたします。 但し、 定員 (4 2 0 名 ) になり次 

第締め切ります。 

申込締切 : 1 0 月 1 1 日 ( 水 ) 

申込先     ( 財 ) 加藤記念バイオサイエンス 研究振興財団 

〒 1 9 4-8 5 3 3 町田市旭町 3-6-6 

TE L 4 2-7 2 5-2 5 7 6 FAX 0 4 2-7 2 2-8 6 1 4 

財団法人東レ 科学振興会 第 50 回 科学講演会のご " 案内 

" はじめに 光 あ り㌢といわれる よう に 、 光は人類の生活に 深くかかわってのまず。 今世 

紀 最後の大発明であ る青色発光素子が、 わが国で開発され、 製品化されました。 交通信号 

機や照明光源として 普及しっ っ あ りますが、 発光素子光源は、 発光効率が高く、 長寿命で、 

省エネルギーおよび 省資源の観点から 究極の光源といわれ、 21 世紀の照明は、 白熱電球や 

蛍光灯から発光素子光源へおきかわることが 予想、 されています。 

青色発光素子は、 それが着想、 されて 2 0 数年目の成果であ るといわれていますが、 その間、 

いかなる問題があ り、 どのようにして 克服されたのか、 また、 青色発光素子を 含む発光ダ 

イオード、 レーザーダイオード、 集積回路のような 現ィ 尤の光・電子素子のほとんどが 半導 

体結晶によって 作られており、 それなくしては、 今日の情報化社会は 実現しなかったと 言 

えますが、 完全結晶はいかにして 実現できるのか、 今回、 この分野の研究を 先導され、 斯 

界の権 威であ られるお二人の 先生をお招きして、 最先端の内容を 判りやすくお 話しいただ 

くこととしました 0 ご期待ください 0 

と き :  平成 12 年 9 月 20 日 ( 水 )  開演 18 時 00 分一終演 20 時 45 分 

ろ と 有楽町朝日ホール ( 有楽町マリオン 11 階 ) 

東京都千代田区有楽町 2-5-l (JR 有楽町駅双 ) 

テーマ     今、 材料研究が面白い 
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" 青色発光素子はいかにして 生れたが 

演題 1. , 講師     

(1) 青色発光素子を 求めて 

一 窒化物半導体と 完全結晶一 

名古屋大学名誉教授 

名城大学理工学部教授 赤 崎 勇 

(2) 完全結晶への 挑戦 

一結晶成長メカニズムの 理解から欠陥を 制御する一 

東京大学名誉教授 

名城大学理工学部教授 四八 頒 

その他 : . 入場無料、 予約なし。 当日会場先着順 ( 定員 630 名 ) 

  ご 来聴の方には、 後日講演記録を 進呈いたします。 

問い合わせ先附田法人 東レ科学振興会 

〒 279-8555  干葉県浦安市美浜 1-8  -1 

T  E  L  (047)  350-6103.6104  F  A  X  (047)  350-6082 

E-mail゛DP00117@nifty ， ne ， jp 

事務局から 

先日配布いたしました、 運営委員選挙の 投票用紙返送用の 封筒に誤りがあ りました。 

正しい返信光 は、 

仙台市青葉区荒巻 字 青葉 

東北大学大学院 理学研究科生物学教室内 

日本発生生物学会 

選挙管理委員会 

松崎 文雄 竹 

です。 配布されたままでも 問題なく返送されますが、 訂正してお詫び い たします。 



  

-@ 
五 

く 新人会員 ノ 

仮名 ) ( 所属 ) 

木村 透 大阪大学微生物柄研究 

所遺伝子動態 

足立 直樹 国立公衆衛生院衛生薬 
学部 

谷口 弘樹 岡崎国立共同研究機構 

基礎生物学研究所行動 

制御部門 

村上 安別 名古屋大学理学研究科 

形態統御手講座神経発 

生生物学研究室 

中村 輝 筑波大学生物科学系遺 

伝子実験センタ 一 

羽生 賀 津子 筑波大学生物科学系 

良書 秀幸 理化学研究所ライフサ 

イェンス筑波研究セン 

ター 

諸熊   @" ム 東京工業大学生命理工 

学部生体システム 

鈴木 ィ           太郎 愛知県心身障害者コロ 

三一発達障害研究所発 

生学部門 

堀 一大 鳩派 ", 子 東京工業大学生命理 

工学研究科岸本研究室 
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ス
 

人
 
康
 

辺
 
田
 

㈱古島 誠亮 熊本大学医学部附属遺伝 

発生研形態発生 

㈱ Rafols Ismael 東北大学電気通信研 

宛所 

㈱ 乙 畏敬 生 奈良先端科学技術大学 

貝 Ⅰ 異 

( 住所 ) 

〒 565-0871 

吹田市山田 丘 3-1 

〒 108-8638 

港区白金台 4-6-1 

〒 444-8585 

岡崎市明大寺町 字 西郷 中 ㏄ 

〒 464-8602 

名古屋市千種区不老町 

〒 305B572 

つくば市天王台 1-1-1 

〒 305-8572 

つくば市天王台 1-l-1 

〒 305 叩 074 

つくば市高野台 3-1-l 

〒 226 円 501 

横浜市緑区長津田町 4259 

〒 480-0392 

春日井市神屋 町 713-8 

〒 226 哨 501 

横浜市緑区長津田町 4259 

〒 565-0874 

吹田市古江白 6-2-4 

〒 860 叩 811 

熊本市末 荘 2-2-1 

〒 980B577 

仙台市青葉区片平 2-1-1 

〒 630 叩 101 

生駒市 高 mW8916 巧 

動
 

( ①テーマ、 ②材料 ) 

①生殖細胞・ 干幹 細胞 

②マウス 

①遺伝子 辞め 進 、 化・相互作用 

②アフリカツ メガエ ル 他 

①神経発生学 

②ラット 

①脊椎動物の 神経回 経 形成 

②マウス 

①生殖 糸 m 胞の形成と分化 

②ショウジョウバエ 

①生殖 系 m 胞の形成・分化 

②ショウジョウバエ 

① 

②ショウジョウバエ 

の 初期発生における 遺伝子発現 

② マ ホヤ 

①組織形成 

②マウス・ラット 

①細胞周期制御 

② マ ホヤ・ カタユウ レイホヤ・ ユ 

ウ レイホヤ 

①神経多様性獲得機構 

神経回路網形成機構 

②ニワトリ 

①頭部誘導の 分子機構 

②ハツカネズミ 

①粘菌の発生 

②粘菌 

① rhomb0mere における IrXfamily 

の解析 

②ニワトリ 

㈱ Jll 打 哲規 早稲田大学大学院理工 〒 169-8050 

学研究科京中川研究室 新宿区西早稲田 1-6-1 

①発生における 決定機構 

② ゼ フラフィッシュ・マウス 
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㈱宇佐美教団 東京歯科大学解剖学 

講座 

㈱柳川真美 久留米大学先端癌治療 

研究センター 細胞発生 

工学 

㈱江川智哉 福 m 大学工学研究科生 

命工学専攻 

㈱ m 口 良文 京都大学大学院生命科 

学研究科 形 m 形成機構 

学 

㈱遠藤幸徳 東北大学大学院医学系 

研究科細胞生物学講座 

器官構築学分野 

㈱堅田智久 関西学院大学大学院理 

学研究科化学専攻生命 

科学 

㈱山田青一 奈良先端科学技術大学 

院大学バイオサイエン 

ス研究科動物代謝 

㈲ 井垣達 東 大阪大学大学院医学系 

研究科神経機能解剖学 

㈱吉野 潤 北海道大学大学院理学 

研究科 

伴 Ⅵ、 林大介 東京大学大学院神経生 

物学講座 

㈲渡辺裕介 広島大学大学院理学研 

先料生物科学専攻発生 

生物学講座 

㈱種子島幸祐 東京大学総合文化研 

究科広域科学専攻生命 

環境科学系 浅島 研究室 

㈲晶 相性 理化学研究所脳科学総 

合研究センタ 一発生遺 

伝子制御研究チーム 

㈱高橋 身奈 筑波大学生物科学研究 

科 

〒 261-8502 

干葉市美浜区真砂 1-2-2 

〒 830-0011 

久留米市旭町 67 

〒 729-0292 

福山市東村 W 字 三蔵 985-1 

〒 606-8502 

京都市左京区北白川追分町 

〒 98 山 8575 

仙台市青葉区皇陵 町 2-1 

〒 662B501 

西宮市上 ケ 項一番 Wl-155 

〒 630-0101 

生駒市 高 m  町 8916-5 

〒 565-0871 

吹田市山田 丘 2-2 

〒 060-0810 

札幌市北 E 北 l0 条 西 8 丁目 

〒 113-0033 

文京区本郷 7-3-1 

〒 739-8526 

東広島市 鏡 U@l-3-1 

〒 153-8902 

目黒区駒場 3 円 -1 

〒 351-0198 

和光市広沢 2-] 

〒 305 帖 572 

つくば市天王台 1-l-l 

①筋肉の発生 

② I CR マウス 

① 外 性器形成過程における Bmp 遺 

仏子群の解析 

②マウス・ニ ％トリ 

① カタユウ レイホヤ神経特異的転 

写 因子遺伝子の 解析 

② カタユウ レイホヤ 

① 

② 

ム
 
ズ
 
一
 
カ
 
メ
 
形
成
 

の
 
葉
 
性
間
 

葉
ぅ
 

胚
ズ
 

竹
ウ
 

①
②
 

①初期発生における 分子メカニズ 

ムの解明 

②アフリカツメガエル 

①形態形成における 転写調節因子 

の役割 

②マウス 

①細胞死の分子機構 

②ショウジョウバエ 

①脳の再生 

②アフリカツメガエル 

①脳のパターン 形成 

②ニワトリ 

①変態・表皮 分ィヒ 

②アフリカツメガエル 

①発生生物学 

②アフリカツメガエル 

① Midline Stgrals と 

Ⅸ on gnidarce 

②ゼブラフィッシ ュ 

①配偶子機能に 重要な遺伝子の 探 

索と機能解析 

②粘菌 
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㈱ 島 康之 京都大学大学院理学研 〒 606-8502 

究科生物物理学教室 竹 京都市左京区北白川追分町 

市 研究室 

①神経回路発生 

②マウス 
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㈱
 
新
 

 
 

〒 226 づ 501 

横浜市緑区長津田町 4259 

〒 678-1297 

兵庫県赤穂郡上郡 W 北都 

3-2-1 

〒 862-0976 

熊本市九品寺 4-24-1 

〒 565-0871 

吹田市 m  円丘 1-3 

〒 565-0871 

吹田市山田 丘 1-3 

〒 464-8602 

名古屋市千種区不老町 

〒 980-8577 

仙台市青葉区片平 2-1-I 

〒 060-0810 

札幌市北 E 北 l0 条 西 10 丁目 

〒 113-0033 

文京区本郷Ⅰ 3-1 

〒 980-8578 

ィ 11 恰市 青葉区荒巻 字 青葉 

〒 980-8578 

仙台市青葉区荒巻 字 青葉 

〒 980-8578 

7111 白布青葉区荒巻 字 青葉 

①アフリカツメガエル 卵における 

クロマチン形成機構 

②アフリカツメガエル 

①鳥類初期胚の 細胞の分化 能 

②ニワトリ 

①発生分化 

②マウス 

①シーンターゲッティン グ 

②マウス 

①脊椎動物における 神経の発生及 

び分化における 分子機構の解析 

②ニワトリ 

①神経発生学 

②センチュウ 

①パターン形成の 物理的基盤 

数理的アプローチ、 振動 

②粘菌 

①再生・生物のかたちづくり・ 発 

生・ボディープラン・バイオメ 

カニズム・進化 

②ヤマト ヒノ ミミズ 

①頭部オーガナイザー 特異的遺伝 

子の網羅的検索 

②アフリカツメガエル 

①前肢・後肢の 決定機構 

②ニワトリ 

①四肢の再生 

②アフリカ ツ メガ エ ル 

①色素細胞の 発達・転写調節 

②アフリカツメガエル 

 
 

 
 

一 43 一 



㈲船越陽子 東京大学分子細胞生物 

学研究所 

㈲ 斬 燕 熊本大学大学院自然科 

学研究科 

㈱昌子 浩登 九州大学理学研究科生 

物学専攻数理生物研究 

室 

㈱宮田直 政 東京都立大学理学研究 

科生物科学専攻 

㈱石川牧子 東京大学大学院理学系 

研究科附属臨海実験所 

㈱森田 瞳 東北大学大学院理学研 

究科生物学 

学
 
物
 
ほ
生
 

上
口
 

学
 
理
 
学
 
大
 

 
 

規
 
滋
 
瀬
 
廣
 
㈱
 

伴沫次 T 余子 奈良先端科学技術大学 
院大学分子発生生物学 

講座 

㈱長野隆志 九州大学大学院理学研 

究科 #m 胞 機能 学 講座小 

早川研究室 

㈱佐渡理恵 京都大学医学部再生医 

科学研究所発生分化研 

究分野 

㈱福田勝 Z  干葉大学医学部発生生 

初学教室 

@ 第 @ 円、 泉 健一 千葉大学大学院医学研 

究科発生生物学教室 

㈱石川 @ 康 川崎医科大学産婦人科 

㈱鈴木幸子 川崎医科大学産婦人科 

小倉 淳郎 国立感染症研究所獣医 

科学部 

井上 俊介 徳島大学ゲノム 機能研 

究センター 

〒 113-0032 

文京区弥生 1-1-1 

〒 860-8555 

熊本市黒髪 2 づ 9-] 

〒 812-8581 

福岡市東区箱 崎 6-10-1 

〒 192-0397 

八王子市南大沢 1-l 

〒 238-0225 

三浦市姉崎 W 小網代 1024 

〒 980-8578 

仙台市青葉区荒巻 字 青葉 

〒 980-8578 

仙台市青葉区荒巻 字 青葉 

〒 630-0101 

生駒市 高 m  町 8916-5 

〒 810-8560 

福岡市中央区六本松 4-2-1 

〒 606d507 

京都市左京区聖護院打 @ 町 53 

〒 260-8670 

干葉市中央区 亥鼻 1-8-1 

〒 260-8670 

干葉市中央区 亥鼻 1-8-1 

〒 701-0192 

倉敷市松島 577 

〒 701-0192 

倉敷市松島 577 

〒 162-8640 

新宿区月山 1-23-1 

〒 770-8503 

徳島市蔵 本町 3-18-15 

①翅のパターン 形成 

②ショウジョウバエ 

① RoleofBMP-2-4 № the 

Spermatogenesis 

②アカハライモリ 

①数理的手法を 用いた 形 づくりや 

発生システムの 研究 

①ショウジョウバエ 新規遺伝子 

Rap2-like の機能解析 

②ショウジョウバエ 

①精子の走化性現象 

②ユカタユ タ レイホヤ 

①増殖、 分化切り換え 機構に関す 

る研究 

②粘菌 

①増殖 / 分化の切り換え 

②粘菌 

①形態形成、 分節機構 

②ニワトリ   

①オーガナイザー 形成のメカニズ 

ム 

②アフリが ツ メガエル 

① MBH l の発現機構の 解析 

②マウス 

①消化管の形態形成 

②ニワトリ 

① Preseni@1 の形態形成コント 

ロール 

① 肢芽の アポト一シス 

①トリプトファン 代謝 

①受精・ 胚 発生 

②マウス 

① RNA 結合タンパク 質による遺 

伝子の発現制御と 細胞の分化 

②ニワトリ、 マウス 
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中村 俊 国立精神・神経センタ 

ー神経研究所診断研究 

部 口 

本多 淳一 京都大学再生医科学研 

究所生体分子設計学分 

野 

伏見 浩 福 m 大学海洋生物工学 

科 

辻 浩一郎 東京大学医科学研究所 

細胞療法研究部 

近藤 隆 理化学研究所脳科学総 

合研究センター 

井上 達 国立医薬品食品衛生研 

究所毒性部 

㈱榎田武史 兵庫教育大学自然系生 

物 

㈱伊藤正孝 防衛医科大学校解剖学 
第一講座 

㈱大野忠行 東北大学大学院医学系 

研究科小児病態学 

㈱日吉 真照 熊本大学理学部生物科 

学 市ヰ 

@ 学 @ 』、 西 雅子 神戸大学大学院自然科 

学 研究科生物学専攻 遺 

伝子実験施設深見研究 

室 

㈲佐藤健一 東北大学大学院医学研 

究科神経覚科学 

㈱加藤 輝 国立遺伝学研究所総合 

研究大学院大学 

㈱中川雅博 近畿大学農学部水産生 

物学研究室 1 

〒 187 帖 502 

小平市小川東 W4-1-l 

〒 606 帖 507 

京都市左京区聖護院 川 @ 町 53 

〒 729-0292 

福 m 南東村 W 字 三蔵 985-1 

〒 108-8639 

港区白金台 4-6-1 

〒 351-0198 

和光市広沢 2-1 

〒 158-8501 

世田谷区上用賀 1-18-1 

〒 673-1494 

兵庫県加東都 社 mT 下 久米 

942-1 

〒 359-8513 

所沢市並木 3-2 

〒 980-8574 

仙台市青葉区皇陵 町 1-l 

〒 860-855r) 

熊本市黒髪 2-39-1 

〒 657-8501 

神戸市灘区六千台町 1-l 

〒 980-0872 

仙台市青葉区皇陵 m 「 l-1 

〒 411-8540 

三島市谷田 nlll 

〒 631-8505 

奈良市中町 3327-20 

①神経発生   領域形成、 機能力 ぅ 

ム形成 

②ニワトリ 

① 

①魚類の形態形成 

②ヒラメ、 オニオコゼ、 マダイ 

①血液発生 

②マウス、 ヒト 

①染色体構造と 部位特異的転写制 

御の関係 

②マウス 

①分子発生、 胚 発生 

②マウス 

①鳥類性腺の 形態形成機構 

②ニワトリ 

①顔面頭蓋の 形態形成 

②マウス 

①心臓発生 

②ニワトリ、 マウス 

①生殖細胞形成 

②アフリカツメガエル 

①生体分子構造、 発生、 生殖 

②アフリカツメガエル 等 

①哺乳類大脳皮質形成 

②ラット 

① 

①細胞工学的手法を 用いた希少魚 

類の再生復元 

②魚類 ( 淡水 ) 全般 
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く会員資格変更 ノ 

学生ヰ正会員 

安西 弘子 神奈川科学技術アカデミ 一宮島「幹細胞制御」プロジェクト 

〒 216-0001Jl@ 市宮双区野川 907 帝京大学生物工学研究センター 1 F 

久保田幸彦 理化学研究所筑波研究所実験動物 室 〒 305 叩 074  つくば市高野台 3-1-1 

森部 弘樹 大阪大学微生物柄研究所発生遺伝学分野 〒 565 り 871  吹田市 m  円丘 3-1 

水鹿 正宏 日本新薬㈱東部創薬研究所総務部動物管理係 〒 305-0003  つくば市桜 3-14-1 

塩塚 政孝 早稲田大学人間科学部人間基礎科学科 〒 359-1192  所沢市姉ケ島 2 千 79-15 

恒川 l 直樹 三菱化学生命科学研究所 〒 194 毬 511  町田市南大谷 11 

中條 信成 九州大学理学部生物学科発生生物学講座 〒 812 づ 581  福岡市東区箱 崎 6-10-1 

千葉 草太 京都大学大学院理学研究科動物学教室 〒 606-8502  京都市左京区北白川追分町 

田中 仁夫 甲南大学理学部生物学科 〒 658-8501  神戸市東灘 E  岡本 8-9-1 

田村 美和 お茶の水女子大学理学部生物学教室根本研究室 〒 112-8610  文京区大塚 2-1-1 

有泉 高央 東京大学大学院総合文化研究科 浅島 研究室 〒 153-8902  目黒区駒場 3-8-1 

望月 敦史 九州大学大学院理学研究院生物科学部門 〒 812-8581  福岡市東区箱 崎 6-10-1 

大崎加奈 枝 国立精神・神経センター 神経研究所診断研究部 〒 187-8502 小平市小川 l 東町 4-1-l 

柴田 安岡 〒 470-1122  豊明市西川 lW 長田 14-7 

吉田 彼之 東北大学大学院農学研究科資源生物科学専攻動物生産科学講座 

〒 981-8555 仙台市青葉区堤通雨宮町 1-I 

白土 明子 金沢大学薬学部薬効動態 学 講座 〒 920-0934  金沢市宝町 13-1 

朝 上 ヒ奈 欣治㈱広島県産業技術振興機構広島県組織再生 P 広島県産業科学技術研究所 

〒 739 叩 046  東広島市鏡山 3-10 づ 2 

奥田 智彦 国立循環器病センター 研究所病因部 〒 565 毬 565  吹田市腰白白 57-1 

小針 布 実子 北海道大学実験生物センター 〒 060-0810 札幌市北 E 北 l0 条 西 8 丁目 

岡林 法嗣 理化学研究所脳科学総合研究センター 神経再生部門〒 351-0198  和光市広沢 2-1 

吉木 朋美 大阪府立母子保健総合医療センター 研究所病因病態部門 

〒 594 Ⅱ 101 和泉市室堂 町 840 

越田 湾入 科学技術振興事業団 ERATO 近藤誘導分化プロジェクト 

〒 606-8305 京都市左京区吉田河原町 14  近畿地方発明センター 

山口 雅俗 第一製薬㈱東京研究開発センター 創薬開拓研究所〒 134-8630  江戸川区北葛西 1-16-13 

中村 由紀 大阪大学大学院医学系研究科神経機能解剖 〒 56 ㌻ 0871  吹田市山田 丘 2-2 

酒井 草衣 岡崎国立共同研究機構基礎生物学研究所発生生物学研究系生殖研究部門 

〒 444-8585  岡崎市明大寺町 字 西郷 中 38 
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李 智博 

田崎 啓 

後藤 利保 

国内 + 海外 

捌奇 青一 

m 中庸次郎 

福田 公子 

森島 正志 

後藤 利保 

〒 606-8305  京都市左京区吉田河原町 1A  近畿地方発明センタービル 

北海道大学大学院理学研究科生物科学専攻生体情報分子学講座 1 

〒 060-0810  札幌市北区北 10 条 西 8 丁目 

理化学研究所脳科学総合研究センター 神経再生研究チーム 

〒 351-0198  和光市広沢 2- Ⅰ 

Keller@ Lab ． ， Dept ． of@ Biology ， Virginia@ Univ   

Gilmer  Ha Ⅱ ， ， Char № ttesv Ⅲ e,VA  22903,U.S.A 

Gene@ Expression@ Lab ． ， The@ Salk@ Inst ・   

100l0  North  Torrey  P 血 es  Rd.,La  Jolla,CA  g2037,U.S.A 

The@ Rossant@ Lab ．， Mount@ Sinai@ Hosp ， 

600@ University@ Ave ． ， Rm ， 844 ， rm884@ Toronto ， Ontario@ M5G@ 1X5 ， Canada 

Dept ． of@ Genetics@ and@ Development ， Columbia@ Univ ，   

701@ West@ 168th@ St ．．， #1620@ New@ York ， NY@ 10032 ， U ， S ・ A 

Dept ． of@ Pediatrics ， Baylor@ Coll ・ of@ Med 

One@ BaYor@ Plaza ， Houston ， TX@ 77030 ， U ・ S ・ A 

Keller@ Lab ．， Dept ， of@ Biology ， Virginia@ Univ   

Gilmer  Hall,Charlottesv Ⅲ e,VA  22903,U.S.A 

海外 つ 国内 

舟橋 淳一 東北大学加齢医学研究所分子神経研究分野 〒 980-8575  仙台市青葉区 星陵 mT4-1 

 
 

 
  
 
 
 

 
 



く 住所変更ノ 

天野 實 〒 739 叩 413  広島県佐伯郡大野町宮島口上 2 イづ 

平野 茂樹 新潟大学医学部保健学科検査技術科学専攻 〒 951-8518  新潟市旭町通二番町 746 

中澤 透 放送大学 〒 261 円 586  干葉市美浜区若葉 2-1l 

宇野 修正 ウェルファイド㈱ 中央研究所 〒 573-1153 枚方市招提大谷 2-25-1 

大内 淑代 徳島大学工学部生物工学科 〒 770 毬 506  徳島市南再姉島町 2-1 

斎藤哲一郎 京都大学再生医科学研究所発生分化研究分野 〒 606B507  京都市左京区聖護院川原町 53 

多田 高京都大学再生医科学研究所発生分化研究分野 〒 606-8507  京都市左京区聖護院川原町 53 

多田 政子京都大学再生医科学研究所発生分化研究分野 〒 606 侶 507  京都市左京区聖護院川原町 53 

飯村 忠治 東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科分子発生学分野 

〒 113-8549  文京区湯島 1 巧 -45 

舟橋 大幸 昭和大学医学部第一解剖学教室 〒 142 毬 555  R ロ川区 旗の台 1 巧円 

久保田幸彦 理化学研究所ライフサイエンス 筑波研究センタ 一実験動物開発室 

〒 305-0074  つくば市高野台 3-1-1 

森部 弘樹 大阪大学微生物 病 研究所発生遺伝学分野 〒 565-0871  吹田市 m  円丘 3-1 

吉田 徳 Z  東北大学農学研究科資源生物科学専攻動物生産科学講座動物生殖科学 

〒 981-8555 仙台市青葉区堤通雨宮 mrl-1 

中馬新一郎 京都大学再生医科学研究所発生分化研究分野 〒 606 帖 507  京都市左京区聖護院川原町 53 

町形 清和 同 m 大学理学部生物学科再生発生研究室 〒 700B530  周 m  両津島中 3-1-l 

中村 正久 早稲田大学教育学部生物学教室 〒 169-8050  新宿区西早稲田 1 イ Ⅱ 

三田 雅敏 帝京短期大学 〒 151 づ 071  渋谷区 本 W6-31-l 

松本 線 慶皿 義塾大学大学院理工学研究科生命理工学 〒 223-8522 横浜市港北区日吉 3-14-1 

喜納 宏昭 ㈱ディナベック 研究所 〒 305-0856  つくば市観音白 1-25-11 

千葉 草太 京都大学大学院理学研究科動物学教室 〒 606-8502  京都市左京区北白川 l 追分町 

有泉 高央 東京大学大学院総合文化研究科 浅島 研究室 〒 153-8902  目黒区駒場 3 づ -1 

塘 恩顔 福島大学教育学部 〒 96 Ⅰ 1296  福島市金谷川 l1 

岡林 法嗣 理化学研究所脳科学総合研究センター 神経再生部門 

〒 351-0198  和光市広沢 2-1 

m 口 雅俗 第一製薬㈱東京研究開発センター 創薬開拓研究所〒 134-8630  江戸川 @ 北 葛西 1-16-13 

柴田 典人 三菱化学生命科学研究所バループ SL 〒 194-8511  町田市南大谷 11 

高橋 瀬間 国立遺伝学研究所哺乳動物遺伝研究室 〒 411 づ 540  三島市谷田 11 Ⅱ 

李 智博 北海道大学大学院理学研究科生物科学専攻生体情報分子学講座 1 

〒 060-0810  札幌市北区北 10 条 西 8 丁目 
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石原 ( 小原 ) 朋子 MGH Renal Unit 149@ 13th@ St ，， Charlestown ， MA@02129 ， U ， S ， A 

中山 圭子 富山赤十字病院歯科口腔覚科 〒 930-0859  富 m  市 牛島本 W2-1-58 

藤本 晃久 東京大学医学部産婦人科学教室 〒 113-0033  文京区本郷 7-3-1 

吉川 美加 新潟大学大学院自然科学研究科生命システム 科学〒 950 イ 181 新潟市五十嵐二の 町 8050 

位 波 理恵 京都大学再生医科学研究所発生分化研究分野 〒 606 づ 507 京都市左京区聖護院川原町 53 

く退会 ノ 

恵美子 吉 原 基二郎 辻 高 橋   中 田 勝 紀 駒 口 智佳子 

Cabrera  Jocelyn  同 市 政 宏 飯 島 美 帆 綿 貫 金美子 木 山 貴 恵 

鈴 木 勝 也 太 田 次 郎 近 藤 昭 夫 坂 倉 照 好 沢 @{ 、 立毛 聡 ，ぃ 

藤 原 篤 志 木 戸 麻 美 赤 星 軌 征 柴 田 由美子 今 泉 隆 志 

古 本 敏 明 柴生田 葉 子 森 谷 光 昭 

( 賛助会員 ) 
生命 誌 研究 舘 〒 569  高槻市柴灯 1 一 1 

-1125  T  E  L  072 ㌃ 81 円 750 

先端テクノロジーをサポートする 日東テクノ ス ㈱ 〒 113  文京区本郷 2 一 17 一 8 鈴木ビル 

-0033  T  E  L  03 円 81 什 2066 

三菱化学生命科学研究所 〒 194  町田市南大谷 n1 号 

-851l  T  E  L  042 ト 2 件 6226 

㈲ 共進 理工 " 細胞分別 " ナイロンメッシュ 〒 113  文京区本郷 5 一 13 一 1 ドエル本郷 205 

-0033  T  E  L  03 円 813 円 073 
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賛助会員へのご 入会のお願い 

日本発生生物学会 

会長 竹市 雅俊 

近年，ライフサイェンス ，バイオテクノロジ 一等の言葉が 広く語られ，生物学に 大きな関心と 注 

目が払われるよ う になってま い りました。 

日本発生生物学会は ，発生生物学の 進歩と普及をはかるため 設立された学会で ， 日本を主に，外 

国の発生学者を 混じえて約 1,300 名を結集しております。 発生学は，高 3 までもなく医学・ 農学等の 

諸分野とも深 い 関連を有しており ，最近とみに 進展の著しい 遺伝情報発現をめぐる 諸問題，癌細胞 

の 基礎的研究，老化の 問題等も発生生物学の 大きな関心の 的になっております。 日本発生生物学会 

は ， これらの分野での 活発な研究者を 会員としております。 又 ，本学会の刊行致しております 欧文 

                    "Develooopmenf, Growth  and  Differentiation"  (DGD  )  もこの方面の 国際的学術雑誌として 高く 

評価されております。 

貴社におかれましては ，このような 学問の重要性をすでに 御 承知のことと 存じます。 何卒，本学 

会 趣旨に 御 賛同の上，賛助会員として 木会を 御 支援賜りますよ う 御願 い 申し上げます。 

なお，賛助会員は 年 3 回発行される「インフォメーション・サーキュラー」誌上に 特記され， 本 

会の刊行する 欧 ・和文刊行物 ( 会員名簿を含む ) が配布されます。 会費は，一口三万円を 申し受け 

ております。 御入会の際は ，入会申込書を 事務局までお 送り下さい。   

連絡先 : 日本発生生物学会事務局 ( 井出宏之 ) 

〒 980-8578 仙台市青葉区荒巻 字 青葉東北大学大学院理学研究科生物学教室内 

TEL:022-217-3489@ FAX:022-217-3489 

e 一 ma Ⅲ lsdb ④ bcasj.0r,lP 

                                                                                                            初           - り -      -      取     -      , リー           線                                                                                                             

日本発生生物学会賛助会員入会申込書 

年 月 日 

賛助会員として 入会の申し込みを 致します。 

    円 ) 

住 所 

会社名 ⑳ 

担当者名 
電話番号 



    

広告掲載のお 願い 

日本発生生物学会は 理学，医学，薬学，農学をはじめ 分子生物学，細胞生物学，遺伝学など ， さ 

  

  

  

まざまな生物学分野で 発生生物学の 基礎研究に興味を 持つ内外の研究者によって 組織されている 学 

会であ り，国内外に 約 1, 300 人の会員を持っております。 

英文学術雑誌 Develoopment, Growth and D@erentiation は， 日本発生生物学会の 機関誌で年 6 

回 発行し国内に 約 1,200 部，国外に約 600 部配布致しております。 また会員にはインフォメーシ 

ョン・サーキュラーを 年 3 回配布致しております。 

目下，本学会では 広告主を募っております。 会員各位におかれましても 広告主のご紹介等，是非 

ご 協力頂きますよ う お願い致します。 

広 生 Ⅰ 料 

DGD 不 言志 Ⅰ 頁 年 6 回 150,000 円 

半 頁   78.000 円 

インフオメーン コ ン 1 頁 年 3 回 90.000 円 

サーキュラ 一 半 頁   45,000 円 

尚 、 サーキュラー 用の版下作製代は 実費をいただきます。 裏 表紙は 1 頁 10,000 円高となります。 

申込先 : 日本発生生物学会事務局 ( 井出宏之 ) 

〒 980-8578  仙台市青葉区荒巻 字 青葉東北大学大学院理学研究科生物学教室内 

TEL  :022-217-3489  F 八 X  :022-217-3489 

e-mail:jsdb ⑨ bcasj.or. 而   切 り 取 り 線                                                                                                           
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小糸工業のバイオハザード 対応グロースキヤビネットは ，周囲 

環境の影響を 受けずに．圧力コントロールシステムで 実験室内 

を 陰圧に保持します。 また、 コンパクトで 高性能なフィルター 

ユニットとの 組み合わせで、 実験対象物への 空気流による 外界 

からの悪影響を 遮断、 簡単操作をプラスして、 高精度な 温 ・湿度 

を 再現します。 
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札幌 0ll 行 222)52ll 東北 022(226)750l 大阪 06(626%163 Ⅱ 九州 092(43l)0838 筑波 0298(5l)23ll 沖縄 098(86l)l805 
                                                                            パー ) レアドレス ko@to-env@ron ④・ tokyo.ema@@.ne..lD 



      
Evolutionary．evelopmental。iology,・ ・ 

by@Brian@K ， Hall 
Sept ， 1998@ Hard@512@pp ， 0-412-78580-3@ @33,800 

Aug ， 1999@ Pap@ 512@pp ・ 0-412-78590-0@ @@8,120 

Contents:@Preface ． Part@1:@Evolution@and@Development,@Phyla@and@Fossils ， Part@2:@Form@and@Function ， 
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Cell‖nd｀olecular。iology｛f》he・ar 
edited@by@David@J ・ Lim@and@Janet@Stoeckert 
July@2000@ Hard@212@pp ・ 0-306-46374-1@ @21,900 

Contents:@ I:@ Mechanoreceptor@ Biology ， II:@ Developmental@ Biology@ of@the@ Ear ， Ill:@ Genes@ and 
Deafness ． I Ⅴ     Gene-based@Therapy@for@Sensori   eural@Heari   g@Loss   
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edited@by@Richard@L ・ Hyson@and@Frank@Johnson 
Feb ， 2000 Hard・ ， 0-306-46298-2 #18,850 

Contents:、cknowledgments     ・     General！ntroduction   ，     I:´ifelong！nfluences：rom》he。eginning ・         II: 
Youthful@Exposure ， Ill:@Transformations ， Index   

Molecular@and@Ce Ⅰ   ular@Mechanisms Information@Processing@in@Cells 
of@Neuronal@Plasticity:@Basic@and an 廿 T;ssues 
Clinical！mPicati   ns:‾roceedings｛f》he Proceedings｛f‖n！nternational仝orkshop”eld（n 
Neuroscience@Symposium,@Staten@Island@of@The@City Sheffield ， UK ， September@1-4,1997 

Uni   ， ofN ， Y ． ， and@The@CSI/IBR@Center@for edited@by@Mike@Holcombe@and@Ray@Paton 
Developmental@Neuroscience ， NY ， and@The@City@Univ   June・ Hard 0-306-45839-X@ @15,270 
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to@Knowledge@in@Evolutionary@Genetics 
Mar ． 1999@ Hard@238@pp ． 0-306-46040-8@ @16,570 

edited@by@Michael@T ， Clegg 
July@2000@ Hard@ 266@pp ， 0-306-46227-3@ @12,670   
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from@Genotype ， Conclusions ・ Index   

詳細は下記までお 問合わせください。 

" 表示の価格は、 原価の改定、 為替レートの 変動等により 予告なしに変更される 事があ りますので、 予めご了承下さい。 
また表示の価格に 消費税は含まれておりません。 
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●システム ほ フルオートでコントロール 及び設定可能 

● 2048x20487]2bit/ 各チャネルの 高画質 

● DSP 技術を用いた 多彩なスキャンモード 

●マルチトラッキンバスキャンにより、 多重蛍光標本の 蛍光波長のかがりを 解消 

●多彩な 2D 、 3D 解析機能と、 画像管理に便利なイメージデータベース 

●タイムコースソフトウェアによる 多彩な時間 ぬ 手ホ 斤 機能、 タ q. きほト リガ機能 

このほかにも 数多くの新開発・ % 言娼 t. すぐれた技術がぼ 試 されて お します。 




